
教科 国語　　　学年 　　第６学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分との対話 2

質問に答えるかたちで自分のことを話そう
自分との対話
教科書：P8

◇自分のことを客観的に捉えて話す。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働き
があることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図
に応じて、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝
え合う内容を検討している。(A⑴ア)

・積極的に自分のことを客観的に捉え、今ま
での学習を生かして質問について考えようと
している。

風景　純銀もざいく 1

楽しく声に出して読もう
風景　純銀もざいく
教科書：P10

□繰り返しの響きや意味に気をつけて音読し、言葉の意味を考える。

☆学習用語：音読／詩

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いて
いる。(⑴ク)
○文章を音読したり朗読したりしている。(⑴
ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)

・すすんで言葉の意味を考え、繰り返しの響
きや意味に気をつけて音読しようとしている。

あの坂をのぼれば 2

一　情景描写に着目して感想を話し合おう
あの坂をのぼれば
教科書：P14

□情景描写に着目して登場人物の心情の変化を想像し、物語の読み
を深める。

★ここが大事：物語の読みを深める

☆学習用語：登場人物／情景／作者

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)
○文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について理解し
ている。(⑴カ)

◎「読むこと」において、登場人物の相互関
係や心情などについて、描写を基に捉えて
いる。(C⑴イ)
○「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)

・すすんで情景描写に着目して読み、学習の
見通しをもって感想を話し合おうとしている。

考えを図や表に 3

図に表して整理しよう
考えを図や表に
教科書：P22

■目的や意図に応じて、考えや意見を図に書き出して、関係づけたり
比較したりすることができる。

☆学習用語：課題／情報／インターネット／比べる／共通点／相違点

◎情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し
使っている。(⑵イ)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(B⑴
ア)

・粘り強く伝えたいことを明確にしようとし、学
習の見通しをもって考えや意見を図に書いて
まとめようとしている。

春はあけぼの 4

言葉の文化①
春はあけぼの
教科書：P24

△『枕草子』の文章にふれ、リズムや響きを味わいながら音読し、『枕草
子』ふうの文章を書く。

◎親しみやすい古文や漢文、近代以降の文
語調の文章を音読するなどして、言葉の響き
やリズムに親しんでいる。(⑶ア)

○「書くこと」において、文章全体の構成や展
開が明確になっているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見付けている。(B⑴カ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。（C(1)イ

・すすんで語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識し、学習の見通しをもって『枕草子』
ふうの文章を書こうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

令和６年度 評価規準



主語と述語の対応をかく
にんしよう

2

言葉の広場①
主語と述語の対応をかくにんしよう
教科書：P30

△主語と述語の対応を確認して、文のねじれに気づき、正しく直す。

☆学習用語：主語／述語／伝える／漢字

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について理解し
ている。(⑴カ)

・積極的に主語と述語の対応について理解
し、今までの学習を生かして、文のねじれに
気づき、正しく直そうとしている。

三字以上の熟語の構成 1

漢字の広場①
三字以上の熟語の構成
教科書：P32

△三字以上の熟語の構成について理解を深め、由来に関心をもつ。

☆学習用語：構成／熟語／話し合う

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって熟語の由来に関心をもち調べよ
うとしている。

五年生で学んだ漢字① 1

五年生で学んだ漢字①
教科書：P34

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学んだ漢字などを使って文
を作り、書く。

第５学年及び第６学年の各学年において
は、学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うとともに、当該
学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

○「書くこと」において、筋道の通った文章と
なるように、文章全体の構成や展開を考えて
いる。(B⑴イ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い、学習課題にそって、教科書
の絵を説明する文を書こうとしている。

アイスは暑いほどおいし
い？ーグラフの読み取り

1

二　文章と資料をあわせて読み、筆者の考えをとらえよう
アイスは暑いほどおいしい?──グラフの読み取り

教科書：P36

□グラフについての説明を生かしてグラフを読み取り、全体の傾向や変
化について説明する。

☆学習用語：グラフ／傾向／最大値／最小値／変化

◎情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し
使っている。(⑵イ)

◎「読むこと」において、事実と感想、意見な
どとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の
構成を捉えて要旨を把握している。(C⑴ア)

・すすんでグラフの意味や構成要素を理解し
ようとし、これまでの経験を生かし、どのよう
な傾向や変化が読み取れるか、考えようとし
ている。

雪は新しいエネル
ギーー未来へつなぐエ
ネルギー社会

6

二　文章と資料をあわせて読み、筆者の考えをとらえよう
雪は新しいエネルギー──未来へつなぐエネルギー社会

教科書：P38

□雪エネルギーの利用に対する筆者の主張と取り上げた事例の関係
について、文章と資料を合わせながら読み、筆者の説明の仕方につい
て考えをまとめる。

★ここが大事：筆者の説明の工夫をとらえる

☆学習用語：課題／事実／事例／文章／結果／分析

◎情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し
使っている。(⑵イ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(Ｂ⑴ウ)
○「読むこと」において、事実と感想、意見な
どとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の
構成を捉えて要旨を把握している。(C⑴ア)
◎「読むこと」において、目的に応じて、文章
と図表などを結び付けるなどして必要な情報
を見付けたり、論の進め方について考えたり
している。(C⑴ウ)

・今までの学習を生かして、筆者の主張と取
り上げた事例の関係について、文章と資料
を合わせながら粘り強く読み、筆者の説明の
仕方について考えをまとめようとしている。

令和６年度 評価規準



パネルディスカッショ
ンー地域の防災

6

三　立場を明確にして主張しよう
パネルディスカッション──地域の防災

教科書：P52

◇意見の違いを大事にしながら話し合い、考えを深める。

★ここが大事：立場を決めて話し合う

☆学習用語：立場／討論／パネラー／パネリスト／パネルディスカッ
ション／フロア／主張／要点／共通点／相違点

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

◎「話すこと・聞くこと」において、互いの立場
や意図を明確にしながら計画的に話し合い、
考えを広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)

・意見の違いを大事にしながら粘り強く話し
合い、学習の見通しをもって考えを深めよう
としている。

みんなで作ろうパンフ
レット

4

三 立場を明確にして主張しよう
みんなで作ろうパンフレット
教科書：P58
 
■相手や目的に応じて内容や構成を考え、パンフレットを作る。

★ここが大事：パンフレットで知らせる

☆学習用語：パンフレット／パネルディスカッション／立場／構成／アン
ケート

◎情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し
使っている。(⑵イ)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に相手や目的に応じて内容や構成
を考え、学習課題にそってパンフレットを作ろ
うとしている。

雨 1

言葉の文化②
雨
教科書：P62

△「雨」を扱った言語表現を集め、日本語の豊かさに気づく。

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時
間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解している。また、仮名及び漢字の由
来、特質などについて理解している。(⑶ウ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(B⑴
ア)

・粘り強く「雨」を扱った言語表現を集め、学
習の見通しをもって「言葉ノート」を作ろうとし
ている。

世代による言葉のちがい 2

言葉の広場②
世代による言葉のちがい
教科書：P64

△世代による言葉遣いのちがいについて理解し、相手や場面に応じて
適切な言葉を選んで使うことができるようにする。

☆学習用語：世代による言葉の違い

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時
間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解している。また、仮名及び漢字の由
来、特質などについて理解している。(⑶ウ)

○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場
や意図を明確にしながら計画的に話し合い、
考えを広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)

・積極的に世代による言葉遣いの違いにつ
いて理解し、学習課題にそって相手や場面
に応じて適切な言葉を選んで使おうとしてい
る。

複数の意味をもつ漢字 1

漢字の広場②
複数の意味をもつ漢字
教科書：P66

△複数の意味をもつ漢字が構成する熟語の意味に関心をもつ。

☆学習用語：象形文字

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時
間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解している。また、仮名及び漢字の由
来、特質などについて理解している。(⑶ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって複数の意味をもつ漢字が構成
する熟語の意味を考えようとしている。

令和６年度 評価規準



五年生で学んだ漢字② 1

五年生で学んだ漢字②
教科書：P68

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学んだ漢字などを使って文
を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年において
は、学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うとともに、当該
学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

○「書くこと」において、筋道の通った文章と
なるように、文章全体の構成や展開を考えて
いる。(B⑴イ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い、学習課題にそって、教科書
の絵を説明する文を書こうとしている。

川とノリオ 7

四　表現が読み手にあたえる効果について考えよう
川とノリオ
教科書：P70

□優れた表現を味わいながら、人物の心情を読み、優れた表現につい
ての感想を話し合う。

★ここが大事：すぐれた表現を読む

☆学習用語：擬人法／体言止め／比喩／情景／心情／朗読

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いて
いる。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴
ケ)

○「読むこと」において、登場人物の相互関
係や心情などについて、描写を基に捉えて
いる。(C⑴イ)
◎「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・すすんで優れた表現を味わいながら、人物
の心情を読み、学習の見通しをもって優れた
表現についての感想を話し合おうとしてい
る。

地域の施設を活用しよう 1

読書の広場①
地域の施設を活用しよう
教科書：P92

△身のまわりに情報を集めることのできる施設があることを知る。

◎情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し
使っている。(⑵イ)

○「読むこと」において、目的に応じて、文章
と図表などを結び付けるなどして必要な情報
を見付けたり、論の進め方について考えたり
している。(C⑴ウ)

・地域の施設について調べ、情報収集のた
めの活用方法を考えている。

ひろがる読書の世界 1

読書の広場②
ひろがる読書の世界
教科書：P94

△特別な一冊を紹介したり、伝記の人物から学んだことを漢字で表した
りする活動をとおして、日常的に読書に親しむ。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気付いてい
る。(⑶オ)

○「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・読書生活を振り返り、「特別な一さつ」を紹
介し合ったり、これからの読書生活を考えた
りしている。

聞かせて！ 「とってお
き」の話

2

相手の思いを考えながら聞こう
聞かせて！　「とっておき」の話
教科書：P96

◇話し手の意図を考慮しながら聞き、自分の意見と比べて考えをまと
める。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働き
があることに気付いている。(⑴ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目
的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめている。(A⑴エ)

・積極的に話し手の意図を考慮し、今までの
学習を生かして自分の意見と比べて考えを
まとめようとしている。

イナゴ 1

詩を読もう
イナゴ
教科書：P98

□凝縮された言葉の美しさや豊かさを味わいながら、詩の世界を楽し
む。

☆学習用語：連

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いて
いる。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴
ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)

・積極的に言葉の広がりを味わい、学習課
題にそって詩の世界を楽しもうとしている。

令和６年度 評価規準



「知恵の言葉」を集めよう 1

言葉の文化③
「知恵の言葉」を集めよう
教科書：P100

△昔から広く継承されてきた「知恵の言葉」を知ることによって, 言語文
化の奥深さに気がつくとともに, 自らの体験をもとに新たな「知恵の言
葉」を創作する。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(B⑴
ア)

・すすんで語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識し、学習の見通しをもって自分の
「知恵の言葉」を作ろうとしている。

あなたは作家 5

五 てんかいを工夫して物語を書こう
あなたは作家
教科書：P102
 
■写真から想像を広げ、展開を考えて物語を作る。

★ここが大事：物語を作る

☆学習用語：中心人物／視点／クライマックス／やま場／情景描写

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について理解し
ている。(⑴カ)

◎「書くこと」において、筋道の通った文章と
なるように、文章全体の構成や展開を考えて
いる。(B⑴イ)

・積極的に物語のつくりの特徴について理解
し、学習課題にそって写真から想像を広げ、
展開を考えて物語を作ろうとしている。

なぜ，わかり合えなかっ
たのかな？

3

言葉の広場③
なぜ、わかり合えなかったのかな？
教科書：P108

△伝え方次第で相手に自分の考えが伝わらないことを理解し、自分の
考えを適切に伝える。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働き
があることに気付いている。(⑴ア)

○「話すこと・聞くこと」において、話し手の目
的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめている。(A⑴エ)

・すすんで、言葉には伝え方次第で相手に自
分の考えがうまく伝わらないことに気づき、
見通しをもって、自分の考えを適切に伝えよ
うとしている。

熟語の使い分け 1

漢字の広場③
熟語の使い分け
教科書：P112

△意味のよく似た熟語の使い方の違いを理解し、使い分ける。

☆学習用語：熟語

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって、意味のよく似た熟語の使い方
の違いを理解し、使い分けようとしている。

五年生で学んだ漢字③ 1

五年生で学んだ漢字③
教科書：P115

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学んだ漢字などを使って文
を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年において
は、学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うとともに、当該
学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

○「書くこと」において、文章全体の構成や書
き表し方などに着目して、文や文章を整えて
いる。(B⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い、学習課題にそって、教科書
の絵を説明する文を書こうとしている。

つながる　ひろがる 1

国語の学習　つながる　ひろがる
教科書：P116

◇半年間の国語学習を振り返ったり、これからの学習について考えた
りして、計画的に学習できるようにする。

〇話の構成や展開、話の種類とその特徴に
ついて理解している。((1)カ)

◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図
に応じて、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝
え合う内容を検討している。(Ａ(1)ア)
〇「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(Ｂ(1)
ア)

・積極的に上巻の教科書での国語学習を振
り返ったり、これからの学習について考えた
りして、今までの学習を生かして計画的に学
習しようとしている。

令和６年度 評価規準



きつねの窓 8

一　ファンタジーを読み、自分の考えをまとめよう
きつねの窓
教科書：P8

□登場人物の心情の変化を考えながら読み、想像したことを書く。

★ここが大事：ファンタジーを読む

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

◎「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)

・すすんで登場人物の心情の変化を考え、
学習の見通しをもって想像したことを書こうと
している。

言葉は時代とともに 4

言葉の文化④
言葉は時代とともに
教科書：P30
 
△言葉がその時代の人々とともに変化してきたことを知り、自分の考え
をまとめる。
 

◎古典について解説した文章を読んだり作
品の内容の大体を知ったりすることを通し
て、昔の人のものの見方や感じ方を知ってい
る。(⑶イ)

○「書くこと」において、文章全体の構成や展
開が明確になっているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見付けている。(B⑴カ)

・積極的に言葉がその時代の人々とともに変
化してきたことを理解し、学習課題にそって
自分の考えをまとめようとしている。

十二歳の主張 6

二 説得力のある文章を書こう
十二歳の主張
教科書：P38
 
■理由や根拠を示して、説得力のある意見文を書く。

★ここが大事：説得力をもたせて書く／推敲する

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について理解し
ている。(⑴カ)

◎「書くこと」において、引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工夫している。(B⑴エ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や書
き表し方などに着目して、文や文章を整えて
いる。(B⑴オ)

・積極的に情報と情報との関係付けの仕方、
図などによる語句と語句との関係の表し方を
理解し、学習課題にそって理由や根拠を示し
て、説得力のある意見文を書こうとしている。

音を表す部分 1

漢字の広場④
音を表す部分
教科書：P44

△形声文字について、音と意味、成り立ちも含めて理解する。

☆学習用語：漢字／共通点／様子／熟語／発表／形声文字

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時
間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解している。また、仮名及び漢字の由
来、特質などについて理解している。(⑶ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって形声文字について、音と意味、
成り立ちも含めて理解しようとしている。

五年生で学んだ漢字④ 1

五年生で学んだ漢字④
教科書：P46

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学んだ漢字などを使って文
を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年において
は、学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うとともに、当該
学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い、学習課題にそって、教科書
の絵を説明する文を書こうとしている。

あなたはどう感じる？ 1

三　自分の経験と重ねて読み、考えを広げよう
あなたはどう感じる？
教科書：P48

□友達と自分の感じ方の違いについて考える。

◎原因と結果など情報と情報との関係につ
いて理解している。(⑵ア)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)

・すすんで友達と自分の感じ方の違いについ
て考えようとし、見通しをもって、『ぼくの世
界、君の世界』の学習に生かそうとしている。

令和６年度 評価規準



ぼくの世界，君の世界 7

三　自分の経験と重ねて読み、考えを広げよう
ぼくの世界、君の世界
教科書：P50

□筆者の考えに気をつけながら、文章の要旨を捉え、「心の世界」につ
いて考える。

★ここが大事：筆者の論じ方

☆学習用語：要旨

◎原因と結果など情報と情報との関係につ
いて理解している。(⑵ア)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりしているととも
に、事実と感想、意見とを区別して書いたり
しているなど、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・学習の見通しをもって、筆者の考えに気を
つけながら文章の要旨を捉えるとともに、自
分の経験をふり返りながら「心の世界」につ
いて考えようとしている。

「うれしさ」って何？ ー
哲学対話をしよう

4

三　自分の経験と重ねて読み、考えを広げよう
「うれしさ」って何？――哲学対話をしよう
教科書：P62

◇お互いの考えや意見を関連づけて述べ合い、共通点や相違点をもと
に分類する。

★ここが大事：伝え合う努力をするために

◎原因と結果など情報と情報との関係につ
いて理解している。(⑵ア)

◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目
的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめている。(A⑴エ)
○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場
や意図を明確にしながら計画的に話し合い、
考えを広げたりまとめたりしている。(A⑴オ)
○「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的にお互いの考えや意見を関連づけ
て述べ合い、今までの学習を生かして共通
点や相違点をもとに分類しようとしている。

「読書タイムライン」を
作って交流しよう

3

読書の広場③
「読書タイムライン」を作って交流しよう
教科書：P66

△読書タイムラインを作成することをとおして、今までの読書を振り返
り、日常的に読書に親しむ。

◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の
考えを広げることに役立つことに気付いてい
る。(⑶オ)

◎「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・見通しをもって「読書タイムライン」を作成
し、読書履歴などを振り返りながら、粘り強く
自分が作った本について考えようとしてい
る。

その場にふさわしい言い方 2

言葉の広場④
その場にふさわしい言い方
教科書：P70

△話す相手や場面に応じて、敬意を表す言い方を適切に使い分ける。

☆学習用語：敬意／謙譲語／尊敬語／敬語

◎日常よく使われる敬語を理解し使い慣れ
ている。(⑴キ)

・積極的に語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識し、学習課題にそって敬意を表す
言い方を適切に使い分けようとしている。

紙風船 1

詩を読もう
紙風船
教科書：P74

□詩を朗読して表現の効果について考え、人物像を具体的に想像す
る。

☆学習用語：繰り返し（反復）／比喩／倒置法

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いて
いる。(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴
ケ)

◎「読むこと」において、人物像や物語など
の全体像を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。(C⑴エ)

・すすんで言葉からイメージを膨らませ、詩
の世界を味わおうとしている。

令和６年度 評価規準



「迷う」 3

四 筆者の書き方の工夫を見つけよう
「迷う」
教科書：P76

□筆者のものの見方や感じ方などに触れるとともに、随筆の文章の特
徴を捉える。

★ここが大事：文章の特徴をとらえて表現に生かす

☆学習用語：随筆

◎文の中での語句の係り方や語順、文と文
との接続の関係、話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について理解し
ている。(⑴カ)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・今までの学習を生かして、積極的に文章の
特徴について理解するとともに、筆者のもの
の見方や感じ方などに触れ、随筆に親しもう
としている。

六年間の思い出をつづ
ろうー卒業文集

5

五 伝えたいことを明確にして書こう
六年間の思い出をつづろう──卒業文集

教科書：P86
 
■事実や経験をもとに、感じたり考えたりしたことや自分にとっての意
味について考えたことを文章に書く。

★ここが大事：思い出を卒業文集に書く

◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いて
いる。(⑴ク)

◎「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(B⑴
ア)

・自分のこれまでの小学校生活を振り返り、
心に残っている事柄と自分にとっての意味を
考えながら、読み手に伝わる文章を書こうと
している。

言葉と私たち 2

言葉と私たち
教科書：P90

◇■言葉に対する自分の考えを書き、言葉への関心をもつ。

☆学習用語：教訓／尊敬語／謙譲語

◎話し言葉と書き言葉との違いに気付いて
いる。(⑴イ)

◎「話すこと・聞くこと」において、話の内容が
明確になるように、事実と感想、意見とを区
別するなど、話の構成を考えている。(A⑴イ)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、感じたことや考えたことなどから書くこと
を選び、集めた材料を分類したり関係付けた
りして、伝えたいことを明確にしている。(B⑴
ア)

・すすんで言葉に対する自分の考えをもち、
友達と交流したり書いたりすることをとおし
て、言葉への関心を広げようとしている。

同じ訓をもつ漢字 1

漢字の広場⑤
同じ訓をもつ漢字
教科書：P92

△異字同訓について理解を深め、関心をもつとともに正しく使い分け
る。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって異字同訓について理解を深め、
関心をもつとともに正しく使い分けようとして
いる。

五年生で学んだ漢字⑤ 1

五年生で学んだ漢字⑤
教科書：P94

△絵を見て想像したことをもとに、５年生で学んだ漢字などを使って文
を作り、書く。

◎第５学年及び第６学年の各学年において
は、学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読んでいる。また、当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うとともに、当該
学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

○「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(B⑴ウ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を使い、学習課題にそって、教科書
の絵を説明する文を書こうとしている。

令和６年度 評価規準



津田梅子ー未来をきり
ひらく「人」への思い

11

六　伝記を読んで、生き方について自分の考えをまとめよう
津田梅子――未来をきりひらく「人」への思い
教科書：P96

□伝記を読んで、登場人物の生き方をもとに、自分の未来について考
える。

★ここが大事：伝記を読む

☆学習用語：人物像／伝記／関係図

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

◎「読むこと」において、文章を読んで理解し
たことに基づいて、自分の考えをまとめてい
る。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめ
た意見や感想を共有し、自分の考えを広げ
ている。(C⑴カ)

・学習課題にそって津田梅子の生き方を考
えた後、自分のこれまでに出会った人やも
の・こととのつながりを思い出し、積極的に自
分の考えをまとめようとしている。

日本語の文字 2

言葉の広場⑤
日本語の文字
教科書：P114

△日本語の文字の由来や特徴に関心をもち、適切に使い分けることが
できる。

☆学習用語：会意文字／指事文字／象形文字／形声文字／訳／万葉
仮名／仮名／外来語

◎語句の由来などに関心をもつとともに、時
間の経過による言葉の変化や世代による言
葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解している。また、仮名及び漢字の由
来、特質などについて理解している。(⑶ウ)

○「話すこと・聞くこと」において、目的や意図
に応じて、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝
え合う内容を検討している。(A⑴ア)

・積極的に日本語の文字の由来や特徴を理
解し、今までの学習を生かして適切に使い分
けようとしている。

さまざまな読み方 1

漢字の広場⑥
さまざまな読み方／特別な読み方の言葉
教科書：P120

△同形異語や熟字訓、同字異訓についての理解を深め、言葉の使い
方に関心をもつ。

◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語句と語句との関係、
語句の構成や変化について理解し、語彙を
豊かにしている。また、語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識して、語や語句を使って
いる。(⑴オ)

・積極的に前学年や当該学年で配当されて
いる漢字を文や文章の中で使い、学習の見
通しをもって同形異語や熟字訓、同字異訓
についての理解を深め、言葉の使い方に関
心をもとうとしている。

出会った言葉をふり返ろう 3

ひろがる言葉
出会った言葉をふり返ろう
教科書：P123

■卒業を前に六年間の言葉の学びを振り返り成長を自覚するととも
に、中学校での新しい言葉との出会いの希望をもつ。

〇「話すこと・聞くこと」において、目的や意図
に応じて、日常生活の中から話題を決め、集
めた材料を分類したり関係付けたりして、伝
え合う内容を検討している。(A⑴ア)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書いたりする
など、自分の考えが伝わるように書き表し方
を工夫している。(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や展
開が明確になっているかなど、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見付けている。(B⑴カ)

・積極的に六年間の言葉の学びを振り返り、
成長を自覚するとともに、中学校での新しい
言葉との出会いの希望をもとうとしている。

令和６年度 評価規準



教科
国語

(書写）
学年 　　第６学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知りたいな　世界の「書
く」伝えたいな　日本の
「書く」

○世界の文字文化や日本の文字文化を知り、興味・関心を高めている Ｂ：世界の文字文化や日本の文字文化につい
て話し合っている。

Ｂ：世界の文字文化や日本の文字文化につい
て考えている。

Ｂ：世界や日本の文字文化、歴史について関
心をもち、調べていこうという意識をもってい
る。

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用具の
あつかい方

○学習の進め方について確認する。
○用具の並べ方や扱い方について確かめることができる。
○よい姿勢や筆の持ち方について確かめることができる。
○常によい姿勢やよい持ち方を意識して書くことができる。
○練習用紙の作り方を確かめることができる。

Ｂ：用具の扱い方やよい姿勢、筆の持ち方、筆
の扱い方を理解している。
用具の扱い方やよい姿勢、筆の持ち方が身に
ついている。
これまでに学習した「筆圧」や「点画の種類」に
ついて理解している。

Ｂ：用具の扱い方や姿勢、筆の持ち方、筆の扱
い方の良しあしを考えている。
筆の穂の柔らかさや筆圧について考えている。

Ｂ：用具の扱い方やよい姿勢、筆の持ち方、筆
の扱い方を確かめようとしている。
他の書写場面でも、よい姿勢、筆の持ち方で、
筆の穂の柔らかさや筆圧、「点画の種類」を意
識して書こうとする意識をもっている。

２　文字の大きさと配列
『歩む』

○文字の大きさと配列を理解することができる。
○文字の大きさと配列に気をつけて、字形を整えて書くことができる。
○文字の大きさと配列を確かめて、硬筆で字形を整えて書くことができ
る。

Ｂ：用紙に対する文字の大きさと配列について
理解している。
用紙に対する文字の大きさと配列に気をつけ
て書いている。

Ｂ：用紙に対する文字の適切な大きさと配列に
ついて考えている。

Ｂ：他の文字や硬筆でも、用紙全体に対する文
字の大きさや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

【レッツ・トライ】
メモ―話し合いメモ（書く
速さを意識して）

○目的に合った書く速さについて理解することができる。
○許容される書き方について知り、関心をもつことができる。

Ｂ：目的に合った書き方について理解してい
る。
許容される書き方について知っている。

Ｂ：さまざまな場面に適した書き方について、話
し合っている。

Ｂ：メモの取り方を知り、他教科での学習活動
や日常生活に生かしていこうとする意欲をもっ
ている。
許容される書き方を知り、関心をもっている。

３　文字の組み立て方（三つ
の部分）
『湖』

○三つの部分の組み立て方を理解することができる。
○三つの部分の組み立て方に気をつけて、字形を整えて書くことができ
る。
○三つの部分の組み立て方を確かめて、硬筆で字形を整えて書くことが
できる。

Ｂ：三つの部分の幅の違いと点画の形の変化
について理解している。
三つの部分の組み立て方に気をつけて書いて
いる。

Ｂ：三つの部分の組み立て方について考えてい
る。

Ｂ：三つの部分の組み立て方に気をつけて書こ
うとしている。
他の文字や硬筆でも、文字の組み立て方に気
をつけて書こうとする意識をもっている。

<硬筆の学習>
文字の組み立て方（左右、上
下、中と外）

○左右、上下、中と外の組み立て方について理解することができる。
○左右、上下、中と外の組み立て方に気をつけて、硬筆で字形を整えて
書くことができる。

Ｂ：左右、上下、中と外の組み立て方について
理解している。
左右、上下、中と外の組み立て方に気をつけて
書いている。

Ｂ：左右、上下、中と外の部分の組み立て方に
ついて考えている。

Ｂ：左右、上下、中と外の組み立て方に気をつ
けて、硬筆で書こうとしている。

単元のまとまりの評価規準

2

3

3

単元名
時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

令和６年度 評価規準



【レッツ・トライ】
ノート―国語のノート

1

○学習内容が理解しやすいノートのまとめ方を理解することができる。
○書写で学習した内容を、他教科での学習に生かしていく意欲をもち、
工夫して書くことができる。

Ｂ：学習内容が理解しやすいノートのまとめ方
についてわかっている。
学習内容が理解しやすいように工夫してノート
をまとめている。

Ｂ：学習内容が理解しやすいノートのまとめ方
について考えている。

Ｂ：書写以外の学習場面でも、わかりやすい書
き表し方を工夫して書こうとしている。

【レッツ・トライ】
リーフレット― 校外学習の
リーフレット

1

○用紙全体に対する文字の大きさや余白のとり方に気をつけて、配列を
整えて書くことができる。
○読み手にわかりやすく効果的に伝えるための、筆記具の工夫につい
て理解することができる。
○書写で学習した内容を、学校生活に生かしていく意欲をもち、丁寧に
書くことができる。

Ｂ：読みやすく書くための基準について理解し
ている。
用紙に対する文字の大きさ、行の中心、余白、
行頭の位置に気をつけて書いてる。

Ｂ：読みやすく効果的に伝えるための書き方を
考えている。

Ｂ：書写で学習した内容を、他教科での学習や
日常生活にも生かしていく意欲をもっている。

【知りたい　文字の世界】
文字の旅

○日本の文字の歴史について知り、文字に対する興味・関心を高めるこ
とができる。
○平仮名のもとになる漢字を知り、文字に対する興味・関心を高めること
ができる。

Ｂ：文字の成り立ちについて関心をもち調べ
ている。

４　文字の大きさと配列、
点画のつながり
『思いやり』

○文字の大きさと配列、点画のつながりについて理解することができる。
○文字の大きさと配列、点画のつながりに気をつけて字形を整えて書く
ことができる。
○文字の大きさと配列、点画のつながりを確かめて、硬筆で字形を整え
て書くことができる。

Ｂ：点画のつながりについて理解している。
配列のポイントについて理解している。
点画のつながりに気をつけて書いている。
用紙に対する文字の大きさに気をつけて、文字
の中心を行の中心に揃えて書いている。

Ｂ：点画のつながりについて考えている。
用紙に対する文字の大きさと配列について考
えている。

Ｂ：点画のつながりについて関心をもっている。
配列に気をつけて書こうとしている。

【知りたい 文字の　世
界】
私たちと文字

○日常生活で見られるさまざまな文字を探し、文字に対する関心を高め
ることができる。
○日常生活で見られるさまざまな文字の印象について、話し合うことが
できる。

Ｂ：日常生活のなかで見られるさまざまな文字
について知っている。

Ｂ：日常生活のなかで見られるさまざまな文字
について話し合い、考えている。

Ｂ：日常生活のなかで見られるさまざまな文字
について、調べようとする意識をもっている。

【レッツ・トライ】
文化―『枕草子』を書く

1

○文字の大きさと配列に気をつけて書くことができる。 Ｂ：文字の大きさと配列について理解している。
文字の大きさと配列に気をつけて書いている。

Ｂ：文字の大きさと配列について考えている。 Ｂ：伝統的言語文化の教材を書く意欲をもって
いる。
文字の大きさと配列に気をつけて書こうとして
いる。
書写以外の学習場面でも、文字の大きさや配
列に気をつけて書こうとする意識をもっている。

５　文字の大きさと配列、
点画のつながり（小筆）
『名月や池をめぐりて夜
もすがら』 3

○文字の大きさと配列、点画のつながりについて理解することができる。
○文字の大きさと配列、点画のつながりに気をつけて書くことができる。

Ｂ：文字の大きさと配列について理解している。
点画のつながりについて理解している。
用紙全体に対する文字の大きさに気をつけて、
行の中心をそろえて書いている。
点画のつながりに気をつけて書いている。

Ｂ：用紙全体に対する文字の大きさについて考
えている。

Ｂ：他の文字や硬筆でも、用紙全体に対する文
字の大きさや点画のつながりに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。配列や点画のつな
がりについて関心をもっている。

令和６年度 評価規準



【レッツ・トライ】
小筆―小筆を生かして
書く

2

○小筆を学習や生活のなかで生かす活動に、意欲的に取り組むことが
できる。
○筆使いに気をつけて、小筆で書くことができる。
○行の中心や余白のとり方に気をつけて書くことができる。

Ｂ：小筆の持ち方や筆使い、配列について理解
している。
筆使いに気をつけて、小筆で書いている。
配列や余白のとり方に気をつけて書いている。

Ｂ：小筆の持ち方や筆使い、配列について考え
ている。

Ｂ：小筆を学習や生活のなかで生かす活動に、
意欲的に取り組もうとしている。
日常生活においても、小筆の持ち方や筆使い、
配列に気をつけて書こうとする意識をもってい
る。

４　文字の大きさと配列、
点画のつながり
『思いやり』

4

○好きな言葉を選び、自分のめあてを設定し、めあてに気をつけて書くこ
とができる。
○６年間で学習したことを生かして、意欲的に取り組むことができる。
○毛筆で選んで書いた言葉を、硬筆で書いて確かめることができる。

Ｂ：これまで学習した配列や字形の整え方につ
いて理解している。
自分で選んだめあてに沿ったポイントに気をつ
けて書いている。

Ｂ：６年間で学習したことを生かして、自分のめ
あてを選んでいる。

Ｂ：６年間で学習したことを生かして、自分のめ
あてを設定し、書こうとしている。
他の学習場面においても、字形の整え方や文
字の大きさに気をつけて、配列よく書こうとする
意識をもっている。

書きぞめ
『理想』　　『夢の実現』

4

○床の上や立って書くときの姿勢、筆の持ち方に気をつけて、これまで
の学習を生かして書くことを理解することができる。
○文字の大きさや組み立て方に気をつけて、字形を整えて書くことがで
きる。
○文字の中心に気をつけて書くことができる。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方、文字の大き
さや組み立て方、文字の中心について理解し
ている。
これまで学習した文字の大きさや組み立て方、
文字の中心に気をつけて書いている。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方について考え
ている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち、書こうとしている。
他の学習の書写場面でも、よい姿勢や筆の持
ち方、文字の大きさや組み立て方、文字の中心
に気をつけて書こうとする意識をもっている。

６　学習のまとめ
『旅立ちの時』

3

○これまで学習したことを生かして、自分のめあてを選んで、めあてに気
をつけて書くことができる。
○文字の大きさに気をつけて書くことができる。
○学習したことを生かして、硬筆で書いて確かめることができる。

Ｂ：これまで学習した内容について理解してい
る。
これまで学習したことを生かして、自分の課題
に気をつけて書いている。
文字の大きさや配列に気をつけて書いている。

Ｂ：１年間の学習を振り返り、自分の課題につ
いて考えている。
文字の大きさや配列に気をつけて書こうとして
いる。

Ｂ：１年間の学習を振り返り、自分の学習の成
果を確かめようとしている。
他の学習場面でも、文字の大きさや配列など、
これまで学習したことに気をつけて書こうとする
意識をもっている。

令和６年度 評価規準



教科

8

我が国の政治の働きについて、日本国憲法の基本的な考
え方に着目して、見学・調査したり各種の資料などで調べ
たりしてまとめることで、我が国の民主政治を捉え、日本国
憲法が国民生活に果たす役割を考え、表現することを通し
て、日本国憲法は国家の理想、天皇の地位、国民としての
権利及び義務など国家や国民生活の基本を定めているこ
とや、現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な
考え方に基づいていることを理解できるようにするととも
に、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

5

我が国の政治の働きについて、日本国憲法の基本的な考
え方に着目して、見学・調査したり各種の資料などで調べ
たりしてまとめることで、我が国の民主政治を捉え、国会、
内閣、裁判所と国民生活との関わりを考え、表現することを
通して、立法、行政、司法の三権がそれぞれの役割を果た
していることを理解できるようにするとともに、主体的に学
習問題を追究・解決しようとする態度を養う。

6

我が国の政治の働きについて、政策の内容や計画から実
施までの過程、法令や予算との関わりなどに着目して、見
学・調査したり各種の資料で調べたりしてまとめることで国
や地方公共団体の政治の取組を捉え、国民生活における
政治の働きを考え、表現することを通して、国や地方公共
団体の政治は、国民主権の考え方の下、国民生活の安定
と向上を図る大切な働きをしていることを理解できるように
するとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする
態度を養う。

①日本国憲法の基本的な考え方
に着目して、問いを見いだし、我が
国の民主政治について考え、適切
に表現している。②国会、内閣、裁
判所と国民生活との関わりを考え
たり、学習したことを基に政治への
関わり方について多角的に考えた
りして、適切に表現している。

①日本国憲法の基本的な考え方
について、予想や学習計画を立て
たり、学習をふり返ったりして、学
習問題を追究し、解決しようとして
いる。②よりよい社会を考え、学習
したことを社会生活に生かそうとし
ている。

2. 国の政治のしくみと選挙

(選択単元)3. 子育て支援の願いを実現する政治

①日本国憲法の基本的な考え方
について、見学・調査したり各種の
資料などで調べたりして、必要な
情報を読み取り、我が国の民主政
治を理解している。②調べたことを
図表や文などにまとめ、立法、行
政、司法の三権がそれぞれの役割
を果たしていることを理解してい
る。

①政策の内容や計画から実施ま
での過程、法令や予算との関わり
などについて、見学・調査したり各
種の資料で調べたりして、必要な
情報を集め、読み取り、国や地方
公共団体の政治の取組を理解して
いる。②調べたことを図表や文な
どにまとめ、国や地方公共団体の
政治は、国民主権の考え方の下、
国民生活の安定と向上を図る大切
な働きをしていることを理解してい
る。

①政策の内容や計画から実施ま
での過程、法令や予算との関わり
などに着目して、問いを見いだし、
国や地方公共団体の政治の取組
について考え、適切に表現してい
る。②国や地方公共団体の政治の
取組と国民生活を関連付けて政治
の働きを考え、適切に表現してい
る。

①我が国の政治の働きについて、
予想や学習計画を立てたり、学習
をふり返ったりして、学習問題を追
究し、解決しようとしている。

社会

1. わたしたちのくらしと日本国憲法

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日本国憲法の基本的な考え方
について、見学・調査したり各種の
資料などで調べたりして、必要な
情報を読み取り、我が国の民主政
治を理解している。②調べたことを
図表や文などにまとめ、日本国憲
法は国家の理想、天皇の地位、国
民としての権利及び義務など国家
や国民生活の基本を定めているこ
とや、現在の我が国の民主政治は
日本国憲法の基本的な考え方に
基づいていることを理解している。

①日本国憲法の基本的な考え方
に着目して、問いを見いだし、我が
国の民主政治について考え、適切
に表現している。②日本国憲法の
基本的な考え方と国民生活を関連
付けて、日本国憲法が国民生活に
果たす役割を考え、適切に表現し
ている。

①日本国憲法の基本的な考え方
について、予想や学習計画を立て
たり、学習をふり返ったりして、学
習問題を追究し、解決しようとして
いる。

令和６年度 評価規準



6

我が国の政治の働きについて、政策の内容や計画から実
施までの過程、法令や予算との関わりに着目して、見学・
調査したり各種の資料で調べたりしてまとめることで国や地
方公共団体の政治の取組を捉え、国民生活における政治
の働きを考え、表現することを通して、国や地方公共団体
の政治は、国民主権の考えの下、国民生活の安定と向上
を図る大切な働きをしていることを理解できるようにすると
ともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を
養う。

9

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、代
表的な文化遺産などに着目して、遺跡や地図、年表などの
資料で調べ、世の中の変化の様子を考え、表現することを
通して、狩猟・採集や農耕の生活、古墳、大和朝廷（大和政
権）による統一の様子を手掛かりに、むらからくにへと変化
したことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問
題を追究・解決しようとする態度を養う。

6

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、遺跡や文
化財、地図や年表などの資料で調べ、この頃の世の中の
様子を考え、表現することを通して、大陸文化の摂取、大化
の改新、大仏造営の様子を手掛かりに、天皇を中心とした
政治が確立されたことを理解できるようにするとともに、主
体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。

3

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、文化財や
年表、その他の資料で調べ、この頃の文化の特色を考え、
表現することを通して、貴族の生活や文化を手掛かりに、
日本風の文化が生まれたことを理解できるようにするととも
に、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度や、学
習してきたことを基に我が国の伝統や文化と今日の自分た
ちの生活との関わりを考えようとする態度を養う。

(選択単元)3. 震災復興の願いを実現する政治

①政策の内容や計画から実施ま
での過程、法令や予算との関わり
などについて、見学・調査したり各
種の資料で調べたりして、必要な
情報を集め、読み取り、国や地方
公共団体の政治の取組を理解して
いる。②調べたことを図表や文な
どにまとめ、国や地方公共団体の
政治は、国民主権の考え方の下、
国民生活の安定と向上を図る大切
な働きをしていることを理解してい
る。

①政策の内容や計画から実施ま
での過程、法令や予算との関わり
などに着目して、問いを見いだし、
国や地方公共団体の政治の取組
について考え、適切に表現してい
る。②国や地方公共団体の政治の
取組と国民生活を関連付けて政治
の働きを考え、適切に表現してい
る。

①我が国の政治の働きについて、
予想や学習計画を立てたり、学習
をふり返ったりして、学習問題を追
究し、解決しようとしている。

2. 天皇中心の国づくり

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、遺
跡や文化財、地図や年表などの資
料で調べ、大陸文化の摂取、大化
の改新、大仏造営の様子を理解し
ている。②調べたことを年表や文
などにまとめ、天皇を中心とした政
治が確立されたことを理解してい
る。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見いだし、大陸文化の摂
取、大化の改新、大仏造営の様子
について考え、適切に表現してい
る。②大陸文化の摂取、大化の改
新、大仏造営の様子を関連付けた
り総合したりして、この頃の世の中
の様子を考え、適切に表現してい
る。

摂取、大化の改新、大仏造営の様
子について、予想や学習計画を立
てたり、学習をふり返ったりして、
学習問題を追究し、解決しようとし
ている。

1. 縄文のむらから古墳のくにへ

①世の中の様子、代表的な文化
遺産などについて、遺跡や地図、
年表などの資料で調べ、狩猟・採
集や農耕の生活、古墳、大和朝廷
（大和政権）による統一の様子を理
解している。②調べたことを年表や
文などにまとめ、むらからくにへと
変化したことを理解している。

①世の中の様子、代表的な文化
遺産などに着目して、問いを見い
だし、狩猟・採集や農耕の生活、古
墳、大和朝廷（大和政権）について
考え、適切に表現している。②狩
猟・採集や農耕の生活、古墳、大
和朝廷（大和政権）による統一の
様子を関連付けたり総合したりし
て、世の中の変化の様子を考え、
適切に表現している。

①狩猟・採集や農耕の生活、古
墳、大和朝廷（大和政権）による統
一の様子について、予想や学習計
画を立てたり、学習をふり返ったり
して、学習問題を追究し、解決しよ
うとしている。

3. 貴族のくらし

①貴族の生活や文化などについ
て、文化財や年表、その他の資料
で調べ、日本風の文化が生まれた
ことを理解している。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見いだし、貴族のくらしやこ
の頃の文化の特色を考え、適切に
表現している。

①主体的に学習問題を追究・解決
し、学習してきたことを基に長い歴
史を経て築かれてきた我が国の伝
統や文化と今日の自分たちの生活
との関わりを考えようとしている。

令和６年度 評価規準



6

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きなどに着目して、地図や年表などの資料で調べ、
この頃の世の中の様子を考え、表現することを通して、源
平の戦い、鎌倉幕府の始まり、元との戦いを手掛かりに、
武士による政治が始まったことを理解できるようにするとと
もに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

3

我が国の歴史上の主な事象について、人物の働きや代表
的な文化遺産などに着目して、文化や地図、年表などの資
料で調べ、この頃の文化の特色を考え、表現することを通
して、京都の室町に幕府が置かれた頃の代表的な建造物
や絵画を手掛かりに、今日の生活文化につながる室町文
化が生まれたことを理解できるようにするとともに、主体的
に学習問題を追究・解決しようとする態度や、学習してきた
ことを基に我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活と
の関わりを考えようとする態度を養う。

6

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、地図や年
表、その他の資料で調べ、戦国の世の統一に果たした織田
信長、豊臣秀吉の役割を考え、表現することを通して、キリ
スト教の伝来、織田・豊臣の天下統一を手掛かりに、戦国
の世が統一されたことを理解できるようにするとともに、主
体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。

6

　我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、文化財や
地図、年表などの資料で調べ、江戸幕府の政策の意図や
社会の様子を考え、表現することを通して、江戸幕府の始
まり、参勤交代や鎖国などの幕府の政策、身分制を手掛か
りに、武士による政治が安定したことを理解できるようにす
るとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態
度を養う。

4. 武士の世の中へ

①世の中の様子、人物の働きなど
について、地図や年表などの資料
で調べ、源平の戦い、鎌倉幕府の
始まり、元との戦いを理解してい
る。②調べたことを年表や文など
にまとめ、武士による政治が始
まったことを理解している。

①世の中の様子、人物の働きなど
に着目して、問いを見いだし、源平
の戦い、鎌倉幕府の始まり、元と
の戦いについて考え、適切に表現
している。②源平の戦い、鎌倉幕
府の始まり、元との戦いを関連付
けたり総合したりして、この頃の世
の中の様子を考え、適切に表現し
ている。

①源平の戦い、鎌倉幕府の始ま
り、元との戦いについて、予想や学
習計画を立てたり、学習をふり返っ
たりして、学習問題を追究し、解決
しようとしている。

6. 戦国の世から天下統一へ

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、地
図や年表、その他の資料で調べ、
キリスト教の伝来、織田・豊臣の天
下統一を理解している。
②調べたことを年表や文などにま
とめ、戦国の世が統一されたことを
理解している。

①世の中の様子、人物の働きや文
化遺産などに着目して、問いを見
いだし、キリスト教の伝来、織田・
豊臣の天下統一について考え、適
切に表現している。
②キリスト教の伝来、織田・豊臣の
天下統一を関連付けたり総合した
りして、戦国の世の統一に果たし
た織田信長、豊臣秀吉の役割を考
え、適切に表現している。

①キリスト教の伝来、織田・豊臣の
天下統一について、予想や学習計
画を立てたり、学習をふり返ったり
して、学習問題を追究し、解決しよ
うとしている。

5. 今に伝わる室町文化

①京都の室町に幕府が置かれた
頃の代表的な建造物や絵画につ
いて、文化財や地図、年表などの
資料で調べ、今日の生活文化につ
ながる室町文化が生まれたことを
理解している。

①人物の働きや代表的な文化遺
産などに着目して、問いを見いだ
し、京都の室町に幕府が置かれた
頃の代表的な建造物や絵画や、こ
の頃の文化の特色を考え、適切に
表現している。

①主体的に学習問題を追究・解決
しようとし、学習してきたことを基に
長い歴史を経て築かれてきた我が
国の伝統や文化と今日の自分たち
の生活との関わりを考えようとして
いる。

7. 江戸幕府と政治の安定

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、文
化財や地図、年表などの資料で調
べ、江戸幕府の始まり、参勤交代
や鎖国などの幕府の政策、身分制
を理解している。②調べたことを年
表や文などにまとめ、武士による
政治が安定したことを理解してい
る。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見いだし、江戸幕府の始ま
り、参勤交代や鎖国などの幕府の
政策、身分制について考え、適切
に表現している。②江戸幕府の始
まり、参勤交代や鎖国などの幕府
の政策、身分制を関連付けたり総
合したりして、江戸幕府の政策の
意図や社会の様子を考え、適切に
表現している。

①江戸幕府の始まり、参勤交代や
鎖国などの幕府の政策、身分制に
ついて、予想や学習計画を立てた
り、学習をふり返ったりして、主体
的に学習問題を追究し、解決しよ
うとしている。

令和６年度 評価規準



5

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、文化財や
年表、その他の資料で調べ、この頃に栄えた町人の文化や
新しい学問を生み出した人物の業績を考え、表現すること
を通して、歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学を手掛かりに、町
人の文化が栄え新しい学問がおこったことを理解できるよう
にするとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとす
る態度や、学習してきたことを基に長い歴史を経て築かれ
てきた我が国の伝統や文化と今日の自分たちの生活との
関わりを考えようとする態度を養う。

7

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、文化財や
地図、年表などの資料で調べ、この頃の政治の仕組みや
世の中の様子の変化を考え、表現することを通して、黒船
の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化など
を手掛かりに、我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り
入れつつ近代化を進めたことを理解できるようにするととも
に、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

6

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、遺跡や文
化財、地図や年表などの資料で調べてまとめ、我が国の歴
史の展開を考え、表現することを通して、日清・日露の戦
争、条約改正、科学の発展などを手掛かりに、我が国の国
力が充実し国際的地位が向上したことを理解できるように
するとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする
態度を養う。

7

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、文化財や
地図、年表などの資料で調べ、この頃の政治の仕組みや
世の中の様子の変化を考え、表現することを通して、黒船
の来航、廃藩置県や四民平等などの改革、文明開化など
を手掛かりに、我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り
入れつつ近代化を進めたことを理解できるようにするととも
に、主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養
う。

8. 町人の文化と新しい学問

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、文
化財や年表、その他の資料で調
べ、歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学
を理解している。②調べたことを年
表や文などにまとめ、町人の文化
が栄え新しい学問がおこったことを
理解している。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見いだし、この頃に栄えた
町人の文化や新しい学問を生み
出した人物の業績を考え、適切に
表現している。

①歌舞伎や浮世絵、国学や蘭学
について、予想や学習計画を立て
たり、学習をふり返ったりして、学
習問題を追究し、解決しようとして
いる。

10. 世界に歩み出した日本

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、地
図や年表などの資料で調べ、日
清・日露の戦争、条約改正、科学
の発展などを理解している。
②調べたことを年表や文などにま
とめ、我が国の国力が充実し国際
的地位が向上したことを理解して
いる

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見いだし、日清・日露の戦
争、条約改正、科学の発展などに
ついて考え、適切に表現している。
②日清・日露の戦争、条約改正、
科学の発展などを関連付けたり総
合したりして、明治政府の意図や
世の中の様子の変化を考え、適切
に表現している。

①日清・日露の戦争、条約改正、
科学の発展などについて予想や学
習計画を立てたり、学習を振り返っ
たりして、学習問題を追究し解決し
ようとしている。

9. 明治の国づくりを進めた人々

①	世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、文
化財や地図、年表などの資料で調
べ、黒船の来航、廃藩置県や四民
平等などの改革、文明開化などを
理解している。
②調べたことを年表や文などにま
とめ、我が国が明治維新を機に欧
米の文化を取り入れつつ近代化を
進めたことを理解している。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見出し、黒船の来航、廃藩
置県や四民平等などの改革、文明
開化などについて考え適切に表現
している。
②黒船の来航、廃藩置県や四民
平等などの改革、文明開化などを
関連付けたり総合したりして、この
頃の政治の仕組みや世の中の様
子の変化を考え、適切に表現して
いる。

①黒船の来航、廃藩置県や四民
平等などの改革、文明開化などに
ついて、予想や学習計画を立てた
り、学習をふり返ったりして、学習
問題を追究し、解決しようとしてい
る。

11. 長く続いた戦争と人々のくらし

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、文
化財や地図、年表などの資料で調
べ、黒船の来航、廃藩置県や四民
平等などの改革、文明開化などを
理解している。②調べたことを年表
や文などにまとめ、我が国が明治
維新を機に欧米の文化を取り入れ
つつ近代化を進めたことを理解し
ている。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などに着目して、
問いを見出し、黒船の来航、廃藩
置県や四民平等などの改革、文明
開化などについて考え適切に表現
している。②黒船の来航、廃藩置
県や四民平等などの改革、文明開
化などを関連付けたり総合したりし
て、この頃の政治の仕組みや世の
中の様子の変化を考え、適切に表
現している。

①黒船の来航、廃藩置県や四民
平等などの改革、文明開化などに
ついて、予想や学習計画を立てた
り、学習をふり返ったりして、学習
問題を追究し、解決しようとしてい
る。

令和６年度 評価規準



8

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、遺跡や文
化財、地図や年表などの資料で調べてまとめ、我が国の歴
史の展開を考え、表現することを通して、日清・日露の戦
争、条約改正、科学の発展などを手掛かりに、我が国の国
力が充実し国際的地位が向上したことを理解できるように
するとともに、主体的に学習問題を追究・解決しようとする
態度を養う。

8

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子、人
物の働きや代表的な文化遺産などに着目して、地図や年
表などの資料で調べたり聞き取り調査をしたりして、年表や
ノートなどにまとめ、我が国の政治や国民生活が大きく変
わったことを考え、表現することを通して、日中戦争や我が
国に関わる第二次世界大戦などを手掛かりに、我が国と中
国との戦いが全面化したことや、連合国との戦いによる敗
戦、広島・長崎への原爆投下など大きな被害を受けたこと
などを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を
追究・解決しようとする態度を養う。

6

我が国の歴史上の主な事象について、世の中の様子など
に着目して、地図や年表などの資料で調べ、我が国の政治
や国民生活が大きく変わったことや、我が国が国際社会に
おいて果たしてきた役割を考え、表現することを通して、日
本国憲法の制定やオリンピック・パラリンピックの開催など
を手掛かりに、戦後我が国は民主的な国家として出発し、
国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たして
きたことを理解できるようにするとともに、主体的に学習問
題を追究・解決しようとする態度や、歴史の学習を未来に
生かそうとする態度を養う。

12. 新しい日本，平和な日本へ

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、地
図や年表などの資料で調べ、日
清・日露の戦争、条約改正、科学
の発展などを理解している。②調
べたことを年表や文などにまとめ、
我が国の国力が充実し国際的地
位が向上したことを理解している。

①世の中の様子、人物の働きや代
表的な文化遺産などについて、地
図や年表などの資料で調べ、日
清・日露の戦争、条約改正、科学
の発展などを理解している。②調
べたことを年表や文などにまとめ、
我が国の国力が充実し国際的地
位が向上したことを理解している。

①日清・日露の戦争、条約改正、
科学の発展などについて予想や学
習計画を立てたり、学習を振り返っ
たりして、学習問題を追究し解決し
ようとしている。

2. 世界の未来と日本の役割

①世の中の様子などについて、地
図や年表などの資料で調べ、日本
国憲法の制定、オリンピック・パラ
リンピックの開催などを理解してい
る。②調べたことを年表や文など
にまとめ、戦後我が国は民主的な
国家として出発し、国民生活が向
上し、国際社会の中で重要な役割
を果たしてきたことを理解してい
る。

①世の中の様子などに着目して、
問いを見いだし、日本国憲法の制
定、オリンピック・パラリンピックの
開催などについて考え、適切に表
現している。②日本国憲法の制
定、オリンピック・パラリンピックの
開催などを関連付けたり総合した
りして、我が国の政治や国民生活
が大きく変わったことや、我が国が
国際社会において果たしてきた役
割について考えたり、学習してきた
ことを基に歴史を学ぶ意味につい
て考えたりして、適切に表現してい
る。

①日本国憲法の制定、オリンピッ
ク・パラリンピックの開催などにつ
いて、予想や学習計画を立てた
り、学習をふり返ったり見直したり
して、学習問題を追究し、解決しよ
うとしている。②学習したことを基
に、我が国の課題やそのよりよい
解決方法について考えようとして
いる。また、歴史の学習を未来に
生かそうとしている。

(選択単元)1. 日本とつながりの深い国々

①世の中の様子、代表的な文化
遺産などについて、地図や年表な
どの資料で調べたり聞き取り調査
をしたりして、日中戦争や我が国
に関わる第二次世界大戦などを理
解している。②調べたことを年表や
文などにまとめ、我が国と中国と
の戦いが全面化したことや、連合
国との戦いによる敗戦、広島・長崎
への原爆投下など大きな被害を受
けたことなどを理解している。

①世の中の様子、代表的な文化
遺産などに着目して、問いを見い
だし、日中戦争や我が国に関わる
第二次世界大戦などについて考
え、適切に表現している。②日中
戦争や我が国に関わる第二次世
界大戦などを関連付けたり総合し
たりして、我が国の政治や国民の
生活が大きく変わったことを考えた
り、学習してきたことを基に、歴史
を学ぶ意味について考えたりして、
適切に表現している。

①日中戦争や我が国に関わる第
二次世界大戦などについて、予想
や学習計画を立てたり、学習をふ
り返ったりして、学習問題を追究
し、解決しようとしている。

令和６年度 評価規準



教科

2

①②算数の学習の進め方を理解し、問題解決
に生かすことができる。

6

○数量を表す言葉や□、○、△などの記号の
代わりに、ｘ、ａ、ｂなどの文字を用いて式に表
すことを理解し、問題場面の数量の関係を、式
を用いて簡潔かつ一般的に表現したり、式の
意味をよみ取ったりする力を身につける。また、
その過程を振り返り、文字を用いた式の表現の
よさに気づき生活や学習に活用しようとする態
度を養う。　【学習指導要領との関連　A(2)ア
(ア)、A(2)イ(ア)】

7

○分数×整数の乗法、分数÷整数の除法の
意味について理解し、計算することができると
ともに、図や式などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、その過程におい
て、計算のしかたを多面的に捉え検討してより
よい方法を粘り強く考える態度を養う。　【学習
指導要領との関連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ
(ア)】

11

○対称な図形について理解し、対称性といった
観点から図形の性質を考察したり、線対称な図
形や点対称な図形の構成のしかたを考えたり
する力を身につける。また、その過程におい
て、多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り
強く考える態度や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要
領との関連　B(1)ア(イ)、B(1)イ(ア)】

1

①図形の対称性の美しさやよさに気づき、対称
な図形について理解を深める。

・問題解決の進め方を理解している。

算数

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・パスカルの三角形のきまりについて
多面的に捉え、筋道を立てて考えたり
表現したりしている。

・問いをもち、主体的に考えたり友だち
の考えから学び合おうとしたりするとと
もに、解決の過程や結果を振り返り、
よりよい方法を考えたり新たな問いを
見いだそうとしたりしている。

みんなで算数をはじめよう！
/不思議なパスカルの三角形

1. 文字を使った式

・数量を表す言葉や□、○、△などの
記号の代わりに、ｘ、ａ、ｂなどの文字を
用いて式に表したり、文字に数をあて
はめて調べたりすることができる。＜
知・技＞

・問題場面の数量の関係に着目し、数
量の関係を簡潔かつ一般的に表現し
たり、式の意味をよみ取ったりしてい
る。＜思・判・表＞

・文字を用いた式について、数学的に
表現・処理したことを振り返り、多面的
に捉え検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを生活や学習に活用しよ
うとしたりしている。＜態度＞

対称なデザイン

・身のまわりから対称な図形を見つ
け、対称な図形の美しさや機能性など
について考えている。

3. 対称な図形

・対称な図形について理解し、線対称
な図形や点対称な図形を作図すること
ができる。＜知・技＞

・図形を構成する要素及び図形間の関
係に着目し、構成のしかたを考察した
り図形の性質を見いだしたりしていると
ともに、その性質をもとに既習の図形
を捉え直したり日常生活に生かしたり
している。＜思・判・表＞

・対称な図形について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用しようと
したりしている。＜態度＞

2. 分数と整数のかけ算，わり算

・分数×整数の乗法、分数÷整数の除
法の意味について理解し、それらの計
算ができる。＜知・技＞

・分数の意味や表現、計算について成
り立つ性質に着目し、計算のしかたを
多面的に捉え考えている。＜思・判・表
＞

・分数×整数の乗法、分数÷整数の除
法について、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学習したことを
生活や学習に活用しようとしたりしてい
る。＜態度＞

令和６年度 評価規準



11

○乗数が分数である場合の乗法の意味につい
て理解し、計算することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを考える力を身に
つける。また、その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り
強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関
連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)、内(1)(2)】

12

○除数が分数である場合の除法の意味につい
て理解し、計算することができるとともに、図や
式などを用いて計算のしかたを考える力を身に
つける。また、その過程において、計算のしか
たを多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り
強く考える態度を養う。　【学習指導要領との関
連　A(1)ア(ア)(イ)(ウ)、A(1)イ(ア)、内(1)(2)】

1

①対称な図形の性質を振り返り、理解を深め
る。

11

○代表値や、度数分布を表す表とグラフ、及び
統計的な問題解決の方法について理解し、目
的に応じてデータを集めて分類整理し、代表値
などを用いて問題の結論について判断するとと
もに、その妥当性について批判的に考察する
力を身につける。また、その過程を振り返り、統
計的な問題解決のよさに気づき生活や学習に
活用しようとする態度を養う。　【学習指導要領
との関連　D(1)ア(ア)(イ)(ウ)、D(1)イ(ア)】

9

○円の面積の計算による求め方を理解すると
ともに、その方法を図や式などを用いて考えた
り、公式を導いたりする力を身につける。また、
その過程において、面積の求め方を多面的に
捉え検討してよりよい方法を粘り強く考える態
度を養う。　【学習指導要領との関連　B(3)ア
(ア)、B(3)イ(ア)、内(3)】

2

①②1つの大きな円の面積と、複数の小さな円
の面積が等しくなるとき、その理由について、
式に着目して筋道を立てて説明することができ
る。

4. 分数のかけ算

・乗数が分数である場合の乗法の意味
について理解し、分数の乗法の計算が
できる。また、分数の乗法についても
整数や小数の場合と同じ関係や法則
が成り立つことを理解している。＜知・
技＞

・分数の意味や表現、計算について成
り立つ性質に着目し、乗数が分数であ
る場合まで数の範囲を広げて乗法の
意味を捉え直しているとともに、それら
の計算のしかたを考えたり、それらを
日常生活に生かしたりしている。＜思・
判・表＞

・分数の乗法について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用しようと
したりしている。＜態度＞

切り紙遊び

・図形の対称性に着目し、切り紙遊び
の活動でできる形について考えたり表
現したりしている。

5. 分数のわり算

・除数が分数である場合の除法の意味
について理解し、分数の除法の計算が
できる。また、分数の除法についても
整数や小数の場合と同じ関係や法則
が成り立つことを理解している。＜知・
技＞

・分数の意味や表現、計算について成
り立つ性質に着目し、除数が分数であ
る場合まで数の範囲を広げて除法の
意味を捉え直しているとともに、それら
の計算のしかたを考えたり、それらを
日常生活に生かしたりしている。＜思・
判・表＞

・分数の除法について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用しようと
したりしている。＜態度＞

7. 円の面積

・円の面積の計算による求め方につい
て理解している。 ＜知・技＞

・図形を構成する要素などに着目し、
円の面積の求め方を見いだしていると
ともに、その表現を振り返り、簡潔かつ
的確な表現に高め、公式として導いて
いる。＜思・判・表＞

・円の面積について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気づき学習し
たことを生活や学習に活用しようとした
りしている。＜態度＞

6. データの見方

・代表値の意味や求め方、度数分布を
表す表やグラフの特徴及びそれらの用
い方を理解している。また、目的に応じ
てデータを収集したり適切な手法を選
択したりするなど、統計的な問題解決
の方法を知っている。＜知・技＞

・目的に応じてデータを集めて分類整
理し、データの特徴や傾向に着目し、
代表値などを用いて問題の結論につ
いて判断しているとともに、その妥当性
について批判的に考察している。＜
思・判・表＞

・データを収集したり分析したりするこ
とについて、数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉え検討してよ
りよいものを求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気づき学習したことを生
活や学習に活用しようとしたりしてい
る。＜態度＞

ピザの面積を比べよう

・1つの大きな円の面積と、複数の小さ
な円の面積が等しくなるとき、その理
由について、式に着目して筋道を立て
て考えている。

令和６年度 評価規準



13

○比例の関係について理解し、比例の関係を
用いた問題解決の方法や、反比例の関係につ
いて知るとともに、伴って変わる2つの数量の関
係について表や式、グラフを用いて考察する力
を身につける。また、その過程において、数量
の変化や対応の関係について多面的に捉え検
討して粘り強く考える態度や、学習したことを生
活や学習に活用しようとする態度を養う。　【学
習指導要領との関連　C(1)ア(ア)(イ)(ウ)、C(1)
イ(ア)】

6

○角柱及び円柱の体積の計算による求め方を
理解するとともに、その方法を図や式などを用
いて考えたり、公式を導いたりする力を身につ
ける。また、その過程において、体積の求め方
を多面的に捉え検討してよりよい方法を粘り強
く考える態度を養う。　【学習指導要領との関連
B(4)ア(ア)、B(4)イ(ア)】

9

○比について理解し、数量の関係を比で表した
り、等しい比をつくったりすることができるととも
に、図や式などを用いて数量の関係の比べ方
を考察する力を身につける。また、その過程を
振り返り、比を用いるよさに気づき生活や学習
に活用しようとする態度を養う。　【学習指導要
領との関連　C(2)ア(ア)、C(2)イ(ア)】

1

①グラフから伴って変わる２つの数量の関係を
よみ取り、関数グラフについての理解を深め
る。*

11

○拡大図や縮図について理解し、2つの図形間
の関係を拡大、縮小の関係という観点で考察し
たり、構成のしかたを考えたりする力を身につ
ける。また、その過程において、多面的に捉え
検討してよりよい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習に活用しようと
する態度を養う。　【学習指導要領との関連
B(1)ア(ア)、B(1)イ(ア)】

2

①身のまわりにある形の概形を捉えて、およそ
の面積を求めることができる。
②身のまわりにある形の概形を捉えて、およそ
の体積を求めることができる。

8. 比例と反比例

・比例の関係の意味や性質を理解して
いる。また、比例の関係を用いた問題
解決の方法や、反比例の関係につい
て知っている。＜知・技＞

・伴って変わる2つの数量を見いだし
て、それらの関係に着目し、目的に応
じて表や式、グラフを用いてそれらの
関係を表現して、変化や対応の特徴を
見いだしているとともに、それらを日常
生活に生かしている。＜思・判・表＞

・伴って変わる2つの数量について、数
学的に表現・処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してよりよいものを
求めて粘り強く考えたり、数学のよさに
気づき学習したことを生活や学習に活
用しようとしたりしている。＜態度＞

10. 比

・比の意味や表し方を理解し、数量の
関係を比で表したり、等しい比をつくっ
たりすることができる。＜知・技＞

・日常の事象における数量の関係に着
目し、図や式などを用いて数量の関係
の比べ方を考察し、それを日常生活に
生かしている。＜思・判・表＞

・比について、数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に捉え検討して
よりよいものを求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学習したことを
生活や学習に活用しようとしたりしてい
る。＜態度＞

9. 角柱と円柱の体積

・角柱及び円柱の体積の計算による求
め方について理解し、それらの体積を
公式を用いて求めることができる。＜
知・技＞

・図形を構成する要素に着目し、角柱
及び円柱の体積の求め方を見いだし
ているとともに、その表現を振り返り、
簡潔かつ的確な表現に高め、公式とし
て導いている。 ＜思・判・表＞

・角柱及び円柱の体積について、数学
的に表現・処理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。＜態度＞

11. 拡大図と縮図

・拡大図や縮図について理解し、それ
らの図形を作図することができる。＜
知・技＞

・図形を構成する要素及び図形間の関
係に着目し、構成のしかたを考察した
り図形の性質を見いだしたりしていると
ともに、日常生活に生かしている。＜
思・判・表＞

・拡大図や縮図について、数学的に表
現・処理したことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に活用しようと
したりしている。＜態度＞

うさぎとかめ

・時間と道のりの関係を表したグラフを
よみ取り、かけっこの勝ち負けについ
て考え判断している。

およその面積と体積

・身のまわりにある形の概形を捉えて、
およその面積を求めることができる。
・身のまわりにある形の概形を捉えて、
およその体積を求めることができる。

・身のまわりにある形のおよその面積
や体積を求める場合に、概形を捉えて
測定しやすい図形とみたり、測定しや
すい図形に分割したりすることを考え
ている

令和６年度 評価規準



2

①②校庭に地上絵（原図の50倍の拡大図）を
かく方法を理解する。

8

○起こり得る場合を順序よく整理するための図
や表などの用い方を知り、落ちや重なりなく調
べる方法を考察する力を身につける。また、そ
の過程において、多面的に捉え検討してよりよ
い方法を粘り強く考える態度や、学習したことを
生活や学習に活用しようとする態度を養う。
【学習指導要領との関連　D(2)ア(ア)、D(2)イ
(ア)】

2

①②知識・技能等を活用し、課題解決のため
の構想を立て、筋道を立てて考えたり、数学的
に表現したりすることができる。

2

①②第6学年の学習内容の問題を解決するこ
とができる。

23

①～⑩小学校の学習内容の問題を解決するこ
とができる。
①～⑤小学校の算数の学習を広げ、中学数学
の理解の基礎となる内容に触れることをとおし
て、算数・数学への関心を高める。
⑥～⑨算数を活用して解決するパズルに取り
組み、筋道を立てて考えるよさや楽しさを味わ
う。
⑩⑪和算の問題に取り組み、算数の普遍性を
感じるとともに、筋道を立てて考えるよさや楽し
さを味わう。
⑫⑬算数と生活との結びつきを知り、算数を学
ぶよさを味わう

地上絵をかこう

・拡大図のかき方を日常生活の問題解
決に生かしている。

算数を使って考えよう

・ドットプロットを用いて表されたデータ
を分析したり、よみ取った結論の妥当
性について批判的に考察したりするな
ど、算数の学習を活用して考え表現し
ている。
日常の場面から算数の問題を見いだ
し、目的に応じて言葉や式などを用い
て解決のしかたを説明するなど、算数
の学習を活用して考え表現している。

・数学的に表現・処理したことを振り返
り、多面的に捉え検討してよりよいもの
を求めて粘り強く考えたり、数学のよさ
に気づき学習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしている。

12. 並べ方と組み合わせ方

・起こり得る場合を順序よく整理するた
めの図や表などの用い方を知ってい
る。＜知・技＞

・事象の特徴に着目し、順序よく整理
する観点を決めて、落ちや重なりなく
調べる方法を考察している。＜思・判・
表＞

・起こり得る場合について、数学的に
表現・処理したことを振り返り、多面的
に捉え検討してよりよいものを求めて
粘り強く考えたり、数学のよさに気づき
学習したことを生活や学習に活用しよ
うとしたりしている。＜態度＞

算数をふり返ろう！　もっと楽しもう！

・小学校の算数の学習内容について、
知識及び技能を身につけている。

・小学校の算数の学習内容について
自らの学習状況を振り返り、それらが
確実に身につくように粘り強く取り組も
うとしている。
・算数の問題に関心をもち主体的に取
り組んだり、数学のよさに気づき、算数
で学んだことを生活や学習に活用しよ
うとしたりしている。

6年のまとめ

・第6学年の学習内容について、知識
及び技能を身につけている。

・第6学年の学習内容について自らの
学習状況を振り返り、それらが確実に
身につくように粘り強く取り組もうとして
いる。

令和６年度 評価規準



教科 学年

9

12

12

6

　植物について、その体のつくりとはた
らきに着目して、それらを多面的に調
べる活動を通して、植物の体内におけ
る水の行方や養分のつくり方などにつ
いての理解や実験に関する技能を身
につけ、植物の体のつくりとはたらきに
ついて追究する中でより妥当な考えを
つくり出して表現する。
　⇒ Ｂ(2)ア(ア)(イ)、イ

　植物の体内における水の行方や養分
のつくり方などを理解するとともに、目
的に応じて選択した器具などを正しく扱
いながら実験を行い、その結果を適切
に記録する。

　植物の体のつくりとはたらきについ
て、より妥当な考えをつくり出し、その
考えを表現するなどして問題解決す
る。

　植物の体のつくりとはたらきについ
て、すすんで関わり、粘り強く他者と関
わりながら問題解決しようとするととも
に、学んだことを学習や生活に生かそ
うとする。

　４　生き物と食べ物・空気・水

　生き物と環境について、生き物と環境
との関わりに着目して、それらを多面
的に調べる活動を通して、生き物と食
べ物・空気・水との関わりについての理
解や観察・調べ活動に関する技能を身
につけ、生き物と環境について追究す
る中でより妥当な考えをつくり出して表
現する。
　⇒Ｂ(3)ア(ア)(イ)、イ

　生き物と食べ物・空気・水との関わり
を理解するとともに、目的に応じて選択
した器具などを正しく扱いながら観察を
行ったり、情報を収集したりして、その
結果を適切に記録する。

　生き物と環境について、より妥当な考
えをつくり出し、その考えを表現するな
どして問題解決する。

　生き物と環境について、すすんで関
わり、粘り強く他者と関わりながら問題
解決しようとするとともに、学んだことを
学習や生活に生かそうとする。

　３　植物の体

　呼吸、消化・排出、循環などを理解す
るとともに、目的に応じて選択した器具
などを正しく扱いながら実験を行った
り、目的に応じて情報収集したりして、
その結果を適切に記録する。

　人や他の動物の体のつくりとはたらき
について、より妥当な考えをつくり出
し、その考えを表現するなどして問題
解決する。

　人や他の動物の体のつくりとはたらき
について、すすんで関わり、粘り強く他
者と関わりながら問題解決しようとする
とともに、学んだことを学習や生活に生
かそうとする。

１　ものの燃え方と空気 　燃焼の仕組みについて、空気の変化
に着目して、それらを多面的に調べる
活動を通して、物が燃えるときの空気
の質的変化についての理解や実験に
関する技能を身につけ、燃焼の仕組み
について追究する中でより妥当な考え
をつくり出して表現する。
　⇒Ａ(1)ア(ア)、イ

　物が燃えるときの空気の質的変化を
理解するとともに、目的に応じて選択し
た器具などを正しく扱いながら実験を
行い、その結果を適切に記録する。

　燃焼の仕組みについて、より妥当な
考えをつくり出し、その考えを表現する
などして問題解決する。

　燃焼の仕組みについて、すすんで関
わり、粘り強く他者と関わりながら問題
解決しようとするとともに、学んだことを
学習や生活に生かそうとする。

　２　人や他の動物の体

　人や他の動物について、体のつくりと
はたらきに着目して、それらを多面的
に調べる活動を通して、呼吸、消化・排
出、循環などについての理解や実験・
調べ活動に関する技能を身につけ、人
や他の動物の体のつくりとはたらきに
ついて追究する中でより妥当な考えを
つくり出して表現する。
　⇒Ｂ(1)ア(ア)(イ)(ウ)(エ)、イ

理科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和６年度 評価規準



10

10

1

5

12

　８　水溶液

　水溶液について、溶けている物に着
目して、それらを多面的に調べる活動
を通して、水溶液の性質やはたらきの
違いについての理解や実験に関する
技能を身につけ、水溶液の性質やはた
らきについて追究する中でより妥当な
考えをつくり出して表現する。
　⇒Ａ(2)ア(ア)(イ)(ウ)、イ

　水溶液の性質やはたらきの違いを理
解するとともに、目的に応じて選択した
器具などを正しく扱いながら実験を行
い、その結果を適切に記録する。

　水溶液の性質やはたらきについて、
より妥当な考えをつくり出し、その考え
を表現するなどして、問題解決する。

　水溶液の性質やはたらきについて、
すすんで関わり、粘り強く他者と関わり
ながら問題解決しようとするとともに、
学んだことを学習や生活に生かそうと
する。

　７　月の見え方と太陽

　月の形の見え方について、月と太陽
の位置に着目して、それらを多面的に
調べる活動を通して、月の形の見え方
の規則性についての理解や観察・実験
に関する技能を身につけ、月の形の見
え方について追究する中でより妥当な
考えをつくり出して表現する。
　⇒ Ｂ(5)ア(ア)、イ

　月の形の見え方の規則性を理解する
とともに、目的に応じて選択した器具な
どを正しく扱いながら観察・実験を行
い、その結果を適切に記録する。

　月の形の見え方について、より妥当
な考えをつくり出し、その考えを表現す
るなどして問題解決する。

　月の形の見え方について、すすんで
関わり、粘り強く他者と関わりながら問
題解決しようとするとともに、学んだこと
を学習や生活に生かそうとする。

　○　地震や火山と災害

　地震や火山活動による災害につい
て、地震や火山活動が人々の生活に
与える影響や災害から身を守る対策に
ついての理解を身につける。
　⇒Ｂ(4)ア(ウ)

　地震や火山活動が人々の生活に与
える影響や災害から身を守るための対
策を理解する。

　地震や火山活動による災害につい
て、より妥当な考えをつくり出し、その
考えを表現する。

　地震や火山活動による災害につい
て、すすんで調べようとするとともに、
学んだことを学習や生活に生かそうと
する。

　６　土地のつくり  　土地のつくりと変化について、土地
の構成物やでき方などに着目して、そ
れらを多面的に調べる活動を通して、
地層のつくりや成因、土地の変化につ
いての理解や観察・実験などに関する
技能を身につけ、土地のつくりと変化に
ついて追究する中でより妥当な考えを
つくり出して表現する。
　⇒ Ｂ(4)ア(ア)(イ)(ウ)、イ

　地層のつくりや成因、土地の変化を
理解するとともに、目的に応じて選択し
た器具などを正しく扱いながら観察・実
験を行ったり、情報を収集したりして、
その結果を適切に記録する。

　土地のつくりと変化について、より妥
当な考えをつくり出し、その考えを表現
するなどして問題解決する。

　土地のつくりと変化について、すすん
で関わり、粘り強く他者と関わりながら
問題解決しようとするとともに、学んだ
ことを学習や生活に生かそうとする。

　５　てこ 　てこの規則性について、力を加える
位置や大きさに着目して、それらを多
面的に調べる活動を通して、てこがつ
りあう規則性やてこを利用した道具に
ついての理解や実験に関する技能を
身につけ、てこの規則性について追究
する中でより妥当な考えをつくり出して
表現する。
　⇒ Ａ(3)ア(ア)(イ)、イ

　てこがつりあう規則性やてこを利用し
た道具を理解するとともに、目的に応じ
て選択した器具などを正しく扱いながら
実験を行い、その結果を適切に記録す
る。

　てこの規則性について、より妥当な考
えをつくり出し、その考えを表現するな
どして問題解決する。

　てこの規則性について、すすんで関
わり、粘り強く他者と関わりながら問題
解決しようとするとともに、学んだことを
学習や生活に生かそうとする。

令和６年度 評価規準



11

1

　○　人の生活と自然環境

　人の生活と自然環境の関わりについ
て、持続可能な人と環境との関わり方
についての理解を身につける。
　⇒Ｂ(３)ア(ウ)

　持続的な人と環境との関わり方を理
解する。

　人の生活と自然環境との関わりにつ
いて、より妥当な考えをつくり出し、そ
の考えを表現する。

　人の生活と自然環境との関わりにつ
いて、すすんで調べようとするととも
に、学んだことを学習や生活に生かそ
うとする。

９　電気の利用 　電気の性質やはたらきについて、電
気の量などに着目して、それらを多面
的に調べる活動を通して、発電や蓄
電、電気の変換や利用についての理
解や実験に関する技能を身につけ、電
気の性質やはたらきについて追究する
中でより妥当な考えをつくり出して表現
する。
　⇒Ａ(4)ア(ア)(イ)(ウ)、イ

　発電や蓄電、電気の変換や利用を理
解するとともに、目的に応じて選択した
器具などを正しく扱って実験などを行
い、その結果を適切に記録する。

　電気の性質やはたらきについて、より
妥当な考えをつくり出し、その考えを表
現するなどして問題解決する。

　電気の性質やはたらきについて、す
すんで関わり、粘り強く他者と関わりな
がら問題解決しようとするとともに、学
んだことを学習や生活に生かそうとす
る。

令和６年度 評価規準



教科 音楽 学年

単元名 時数 単元の到達目標 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
〈にっぽんのうた みんなのう
た〉

2 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容
との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現
をするために必要な、呼吸及び発音の仕方に気を付けて、自然
で無理のない、 響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律やリズムなどを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかに
ついて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や旋律の特徴を生かして表現することに興味をもち、音
楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、
日本のうたに親しむ。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関
わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
について理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、呼吸及び発音の仕方に
気を付けて、自然で無理のない、 響き
のある歌い方で歌う技能を身に付けて
いる。

旋律やリズムなどを聴き取り、それら
の働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったことと
の関わりについて考え、曲の特徴に
ふさわしい表現を工夫し、どのように
歌うかについて思いや意図をもってい
る。

歌詞や旋律の特徴を生かして表現す
ることに興味をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働的に学習活動
に取り組もうとしている。

１ 短調のひびき 3 (1) 曲想と調など音楽の構造との関わりについて理解するととも
に、思いや意図に合った表現をするために必要な、ハ長調やイ短
調の楽譜を見て、歌ったり演奏したりする技能を身に付ける。
(2) 調、和音の響き、変化などを聴き取り、それらの働きが生み出
すよさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように
演奏するかについて思いや意図をもったり、曲のよさなどを見い
だし、曲全体を味わって聴いたりする。
(3) 長調と短調の響きの違いに興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、音楽に対する感性
を育む。

〇曲想と調など音楽の構造との関わ
りについて理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、ハ長調やイ短調の楽譜
を見て、歌ったり演奏したりする技能
を身に付けている。

調、和音の響き、変化などを聴き取
り、それらの働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え、
曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、
どのように演奏するかについて思い
や意図をもったり、曲のよさなどを見
いだし、曲全体を味わって聴いたりし
ている。

長調と短調の響きの違いに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組もうと
している。

２ アンサンブルのみりょく ５ (1) 曲想と強弱など音楽の構造との関わりについて理解するとと
もに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各声部の歌
声や伴奏、全体の響きを聴きながら歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働き
が生み出すよさや美しさ、面白さを感じ取りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 演奏者の思いを感じ取って聴くことに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、オーケス
トラの音楽に親しむ。

〇曲想と強弱など音楽の構造との関
わりについて理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部の歌声や伴奏、
全体の響きを聴きながら歌う技能を身
に付けている。

旋律や音楽の縦と横との関係などを
聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さや美しさ、面白さを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関
わりについて考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図をもっている。

演奏者の思いを感じ取って聴くことに
興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。

第6学年
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〈にっぽんのうた みんなのう
た〉

２ (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容
との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現
をするために必要な、呼吸や発音の仕方に気を付けて、自然で
無理のない、響きのある歌い方で歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や強弱などを聴き取り、それらの働きが生み出すよさを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについ
て考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかに
ついて思いや意図をもつ。
(3) 歌詞や曲の特徴を生かして表現することに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日
本のうたに親しむ。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関
わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
について理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、呼吸や発音の仕方に気
を付けて、自然で無理のない、 響きの
ある歌い方で歌う技能を身に付けてい
る。

旋律や強弱などを聴き取り、それらの
働きが生み出すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったことと
の関わりについて考え、曲の特徴に
ふさわしい表現を工夫し、どのように
歌うかについて思いや意図をもってい
る。

歌詞や曲の特徴を生かして表現する
ことに興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に
取り組もうとしている。

３ せん律のひびき合い ４ (1) 曲想と旋律や音の重なりなど音楽の構造との関わりについて
理解するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要
な、各声部や全体の響きを聴きながら演奏する技能を身に付け
る。
(2) 音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや美しさを感じ取りながら、曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 旋律の重なりや響きを味わいながら表現することに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り
組み、多声音楽に親しむ。

〇曲想と旋律や音の重なりなど音楽
の構造との関わりについて理解してい
る。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部や全体の響きを
聴きながら演奏する技能を身に付け
ている。

音楽の縦と横との関係などを聴き取
り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫し、どのように演
奏するかについて思いや意図をもっ
ている。

旋律の重なりや響きを味わいながら
表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学
習活動に取り組もうとしている。

４ 音楽のききどころ 3 (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて理解す
る。
(2) 音色や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、そのよさや美し
さ、面白さを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの
関わりについて考え、曲のよさなどを見いだして聴く。
(3) 楽器同士の関わり合いや、曲想を捉えて聴くことに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り
組み、バイオリンとピアノのアンサンブルに親しむ。

曲想と旋律や音色など音楽の構造と
の関わりについて理解している。

音色や音楽の縦と横との関係などを
聴き取り、そのよさや美しさ、面白さを
感じ取りながら、聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え、
曲のよさなどを見いだして聴いてい
る。

楽器同士の関わり合いや、曲想を捉
えて聴くことに興味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・協働的に学習
活動に取り組もうとしている。

５ 豊かな表現
選択A 歌唱

3 (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞
の内容との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合っ
た表現をするために必要な、各声部や全体の響き、伴奏を聴き、
声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働き
が生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
(3) 声部の役割や、曲の特徴を生かして表現することに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り
組み、ジャズをもとにした音楽や器楽合奏に親しむ。

〇曲想と声部の役割など音楽の構造
との関わりや、曲想と歌詞の内容との
関わりについて理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部や全体の響き、
伴奏を聴き、声を合わせて歌う技能を
身に付けている。

旋律や音楽の縦と横との関係などを
聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さや美しさを感じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、曲の特徴にふさわしい表
現を工夫し、どのように歌うかについ
て思いや意図をもっている。

声部の役割や、曲の特徴を生かして
表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学
習活動に取り組もうとしている。

令和６年度 評価規準



５ 豊かな表現
選択B 器楽

３ (1) 曲想と声部の役割など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞
の内容との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合っ
た表現をするために必要な、各声部や全体の響き、伴奏を聴き、
声を合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働き
が生み出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演奏するかについて思いや意図をもつ。
(3) 声部の役割や、曲の特徴を生かして表現することに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り
組み、ジャズをもとにした音楽や器楽合奏に親しむ。

〇「L-O-V-E」の曲想と、声部の役割
など音楽の構造との関わりについて
理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、音色や響きに気を付け
て、旋律楽器及び打楽器を演奏する
技能を身に付けている。

「L-O-V-E」の、音楽の縦と横との関
係などを聴き取り、それらの働きが生
み出すよさや美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感じ取ったことと
の関わりについて考え、曲の特徴に
ふさわしい表現を工夫し、どのように
演奏するかについて思いや意図を
もっている。

声部の役割や、曲の特徴を生かして
表現することに興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体的・協働的に学
習活動に取り組もうとしている。

〈音のスケッチ〉 ２ (1) 和音と旋律との関わりや、和音や旋律のつなげ方の特徴につ
いて、それらの生み出すよさや面白さなどと関わらせて理解する
とともに、発想を生かした表現をするために必要な、設定した条件
に基づいて、即興的に旋律を変化させて表現する技能を身に付
ける。
(2) 和音の響きや旋律などを聴き取り、それらの働きが生み出す
よさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わり
について考え、即興的な表現を通して音楽づくりの様々な発想を
得る。
(3) 和音と旋律との関わりや、繰り返す和音進行をもとに即興的
に表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取り組み、循環コード(繰り返す和音進行)の
音楽に親しむ。

〇和音と旋律との関わりや、和音や旋
律のつなげ方の特徴について、それら
の生み出すよさや面白さなどと関わら
せて理解している。
〇発想を生かした表現をするために
必要な、設定した条件に基づいて、即
興的に旋律を変化させて表現する技
能を身に付けている。

和音の響きや旋律などを聴き取り、そ
れらの働きが生み出すよさを感じ取り
ながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え、即興的な
表現を通して音楽づくりの様々な発想
を得ている。

和音と旋律との関わりや、繰り返す和
音進行をもとに即興的に表現すること
に興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。

６ 世界の音楽 ４ (1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解
するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各
声部の声や音、全体の響き、伴奏を聴いて、声や音を合わせて
演奏したりするう技能を身に付ける。
(1) 曲想と旋律やリズムなど音楽の構造との関わりについて理解
するとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、各
声部の声や音、全体の響き、伴奏を聴いて、声や音を合わせて
演奏したりするう技能を身に付ける。
(3) 諸外国に伝わる音楽の特徴や、それらと人々の暮らしとの関
わりについて興味をもち、音楽活動を楽しみながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組み、多様な音楽やその表現に親しむ。

〇曲想と旋律やリズムなど音楽の構
造との関わりについて理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部の声や音、全体
の響き、伴奏を聴いて、声や音を合わ
せて演奏する技能を身に付けている。

旋律や音色、音の重なり、拍などを聴
き取り、それらの働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこととの関わりにつ
いて考え、曲の特徴にふさわしい表
現を工夫し、どのように演奏するかに
ついて思いや意図をもったり、演奏の
よさを見いだして聴いたりしている。

諸外国に伝わる音楽の特徴や、それ
らと人々の暮らしとの関わりについて
興味をもち、音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学習活動に取り
組もうとしている。

令和６年度 評価規準



７ 日本の音楽 ４ (1) 曲想と旋律や音色など音楽の構造との関わりについて理解す
るとともに、思いや意図に合った表現をするために必要な、呼吸
及び発音に気を付けて、自然で無理のない、響きのある歌い方で
歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律、音色、反復、変化などを聴き取り、それらの働きが生み
出すよさや美しさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え、曲の特徴にふさわしい表現を工夫
し、どのように歌うかや演奏するかについて思いや意図をもった
り、曲のよさを見いだし、曲全体を味わって聴いたりする。
(3) 我が国に伝わる音楽や楽器に興味をもち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、日本の音楽に親
しむ。

〇曲想と旋律や音色など音楽の構造
との関わりについて理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、呼吸及び発音に気を付
けて、自然で無理のない、響きのある
歌い方で歌う技能を身に付けている。

旋律、音色、反復、変化などを聴き取
り、それらの働きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲のよさを見出し、曲全体を味
わって聴いたり、曲の特徴にふさわし
い表現を工夫し、どのように歌うかや
演奏するかについて思いや意図を
もったりしている。

我が国に伝わる音楽や楽器に興味を
もち、音楽活動を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動に取り組もうと
している。

８思いをこめた表現
選択A 「ふるさと」＋器楽

3 (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容
との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現
をするために必要な、各声部や全体の響き、伴奏を聴いて、声を
合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色などを聴き取り、それらのよさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し、どのように演奏するかについて思
いや意図をもつ。
(3) 曲想を捉えて表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、１年間の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取
り組み、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしよう
とする態度を養う。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関
わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
について理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部や全体の響き、
伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能
を身に付けている。

旋律や音色などを聴き取り、それらの
よさを感じ取りながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏するかについ
て思いや意図をもっている。

曲想を捉えて表現することに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、１年間
の学習を生かして、主体的・協働的に
学習活動に取り組もうとしている。

８思いをこめた表現
選択B 「ふるさと」＋歌唱

３ (1) 曲想と旋律など音楽の構造との関わりや、曲想と歌詞の内容
との関わりについて理解するとともに、思いや意図に合った表現
をするために必要な、各声部や全体の響き、伴奏を聴いて、声を
合わせて歌う技能を身に付ける。
(2) 旋律や音色などを聴き取り、それらのよさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え、曲の特
徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや
意図をもつ。
(3) 曲想を捉えて表現することに興味をもち、音楽活動を楽しみな
がら、１年間の学習を生かして、主体的・協働的に学習活動に取
り組み、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものにしよう
とする態度を養う。

〇曲想と旋律など音楽の構造との関
わりや、曲想と歌詞の内容との関わり
について理解している。
〇思いや意図に合った表現をするた
めに必要な、各声部や全体の響き、
伴奏を聴いて、声を合わせて歌う技能
を身に付けている。

旋律や音色などを聴き取り、それらの
よさを感じ取りながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌うかについて思
いや意図をもっている。

曲想を捉えて表現することに興味をも
ち、音楽活動を楽しみながら、１年間
の学習を生かして、主体的・協働的に
学習活動に取り組もうとしている。

〈音のスケッチ〉 ３ (1) 音階や、フレーズのつなげ方や重ね方の特徴を、それらの生
み出すよさや面白さなどと関わらせて理解するとともに、発想を生
かした表現をするために必要な、設定した条件に基づいて、即興
的に音を選択したり組み合わせたりして表現する技能や、音楽の
仕組みをもとに音楽をつくる技能を身に付ける。
(2) 音階や音楽の縦と横との関係などを聴き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこ
ととの関わりについて考え、即興的な表現を通して音楽づくりの
様々な発想を得たり、どのように全体のまとまりを意識した音楽を
つくるかについて思いや意図をもったり、曲のよさを見いだして聴
いたりする。
(3) 役割や音階の面白さを生かして表現することに興味をもち、音
楽活動を楽しみながら、主体的・協働的に学習活動に取り組み、
全音音階や黒鍵だけの五音音階に親しむ。

〇音階や、フレーズのつなげ方や重
ね方の特徴を、それらの生み出すよさ
や面白さなどと関わらせて理解してい
る。
〇発想を生かした表現をするために
必要な、設定した条件に基づいて、即
興的に音を選択したり組み合わせたり
して表現する技能や、音楽の仕組み
をもとに音楽をつくる技能を身に付け
ている。

音階や音楽の縦と横との関係などを
聴き取り、それらの働きが生み出すよ
さを感じ取りながら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わりについて考
え、即興的な表現を通して音楽づくり
の様々な発想を得たり、どのように全
体のまとまりを意識した音楽をつくる
かについて思いや意図をもったり、曲
のよさを見いだして聴いたりしている。

役割や音階の面白さを生かして表現
することに興味をもち、音楽活動を楽
しみながら、主体的・協働的に学習活
動に取り組もうとしている。

令和６年度 評価規準



教科 学年

6

6

8

6

8

お気に入りの場所から感じたことを
もとに自分のイメージを大切にし
て、どのように主題を表すか考えて
いる。

お気に入りの場所を描くたのしさを
味わい、主体的に絵に表そうとして
いる。

学校へようこそ これまでに使った材料で、つくり方
を工夫しよう。
学校の場所を生かして、来る人を
たのしませるアイデアを考えよう。
友達と力を合わせて活動をたのし
もう

○これまで使った材料と場所を組
み合わせて活動することを通して、
造形的な奥行きや色の鮮やかさを
理解している。
○これまでの経験を生かし、材料
や場所に働きかけることから表し
方を工夫している。

○場所の形や特徴をもとに、来る
人をどのようにたのしませるか考え
ている。

○力を合わせてたのしく活動する
喜びを味わい、身近な生活空間に
働きかける活動に主体的に取り組
もうとしている。

わたしのお気に入りの場所 ○気持ちが伝わるように、描き方を
工夫しよう。
○お気に入りの場所から表したい
ことを考えよう。
○お気に入りの場所をたのしく描こ
う。

○これまでの生活の中で感じ取っ
てきたことから、身のまわりにある
奥行きや色の鮮やかさを理解して
いる。
○気持ちが伝わるように色使いや
筆使いを工夫して表している。

図画工作 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○自分の表したいポーズのイメー
ジをもち、紙粘土と針金の特徴をい
かしてどのように表すか考えてい
る。

○針金と紙粘土をもちいてあこが
れの選手をつくることのたのしさを
味わい、主体的に活動に取り組も
うとしている。

墨から生まれる世界 ○墨や紙の特徴を生かして表し方
を工夫しよう。
○墨の濃さやできた形などから表
したいことを考えよう
○墨で描くことをたのしもう。

○墨の濃淡や形の表現から、動き
や奥行き、バランスを理解してい
る。
○墨や筆、紙の特徴を生かして表
し方を工夫している。

○墨の濃さや筆使いなどをいろい
ろと試すことから、表したいことを考
えている。

○墨による表現のたのしさを味わ
い、主体的に新たな表現に取り組
もうとしている。

動きを形に
オリパラに向けて

○材料の特徴を生かして、表し方
を工夫しよう。
○材料の特徴から表したい動きを
考えよう。
○あこがれの選手の動きをあらわ
すことをたのしもう。

○紙粘土と針金の特徴を生かし、
ポーズを考えながら表し方を工夫
している。

木と金属でチャレンジ ○材料の特徴を生かしたつくり方を
工夫しよう。
○木と金属を組み合わせて表した
いものを考えよう。
○作品を飾ってたのしもう。

異なる材料の組み合わせから生ま
れた形の動きや奥行き、バランス
を理解している。
○材料の特徴を生かし、材料の組
み合わせ方や表し方を工夫してい
る。

○異なる材料の組み合わせから表
したいものを発想し、どのように表
すか考えている。

○異なる材料の組み合わせによる
面白さや美しさを味わい、いろいろ
な組み合わせを試しながら主体的
に表そうとしている。

令和６年度 評価規準



8

4

6

夢の新製品 ○身近な材料の使い方を工夫しよ
う。
○あったらいいなと思う新製品を考
えよう
○互いのアイデアや表し方、面白
さを伝えよう。

○身近な材料を組み合わせること
から、動きやバランスを理解してい
る。つくりたいものに合わせて材料
を選んだり組み合わせたりしなが
ら、つくり方を工夫している。

○分の願いから発想し、つくりたい
もののイメージをもちながらどのよ
うにつくるか考えている。

○互いの表現のよさや工夫を伝
え、味わい、主体的に活動に取り
組もうとしている。

カット、ペタッと、すてきな形 ○紙の切り方や重ね方を工夫しよ
う。
○切った紙の形や色から何を表す
か考えよう。
○切ったり重ねたりして、いろいろ
な表し方をたのしもう。

○色画用紙を切ったり組み合わせ
たりすることから、形や色による動
きやバランス、鮮やかさなどを理解
している。
○これまでの経験を生かしてはさ
みやカッターナイフなどを活用し、
紙の切り方や重ね方を工夫してい
る。

○切ってできた紙の形や色、その
組み合わせから自分のイメージを
もち、どのように表すか考えてい
る。

○重ねた感じを味わいながら、主
体的にいろいろな表し方に取り組
もうとしている。

わたしはデザイナー　12さいの力で ○材料の使い方やつくり方を工夫
しよう。
○使う場面を思い浮かべて入れ物
を考えよう。
○生活の中で使える入れ物をたの
しくつくろう。

○板材の構成や仕組みから、バラ
ンスや奥行きを理解している。○こ
れまでの経験を生かし、材料の使
い方やつくり方を工夫している。

○用途をもとにつくりたいものを発
想し、どのようにつくるか考えてい
る。

○生活の中で役立つものをつくる
ことの喜びを味わい、豊かな生活
を創造しようとしている。

令和６年度 評価規準



教科 学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3 ・体ほぐしの運動の行い方がわかる。
・手軽な運動を行い，体を動かす楽しさや心地よ
さを味わうことを通して，自己や仲間の心と体の
状態に気付いたり，仲間と豊かに関わり合ったり
することができる。

・心と体の関係を理解し，友達と関わり合ったりす
るなどのねらいに応じた活動を選んでいる。
・様々な運動を行って比較することで，気付きや
関わり合いが深まりやすい運動を選んでいる。
・運動を行うと心と体が軽やかになったことやみ
んなでリズムに乗って運動をすると楽しさが増し
たことなどを学習カードに書き，振り返りの時間に
発表している。

・体ほぐしの運動に積極的に取り組んでいる。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と助け合って
いる。
・運動を行う場の設定や用具の片付けなどで，分
担された役割を果たしている。
・運動の行い方について仲間の気付きや考え，
取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の
使い方や周囲の安全に気を配っている。

8 ・体の動きを高める運動の行い方がわかる。
(ｱ)体の柔らかさを高めるための運動
　体の各部位の可動範囲を広げる体の動きを高
めることをねらいとして行う運動ができる。
(ｲ)巧みな動きを高めるための運動
　人や物の動き，または場所の広さや形状などの
環境の変化に対応して，タイミングやバランスよく
動いたり，リズミカルに動いたり，力の入れ方を
加減したりする体の動きを高めることをねらいとし
て行う運動ができる。
(ｳ)力強い動きを高めるための運動
　自己の体重を利用したり，人や物などの抵抗に
対してそれを動かしたりすることによって，力強い
動きを高めることをねらいとして行う運動ができ
る。
(ｴ)動きを持続する能力を高めるための運動
　一つの運動又は複数の運動を組み合わせて一
定の時間続けて行ったり，一定の回数を反復して
行ったりすることによって，動きを持続する能力を
高めることをねらいとして行う運動ができる。

・自己の体力の状況を知ったり，様々な動きを試
したりすることを通して，体の動きを高めるために
どのような運動に取り組むとよいか，自己の課題
を見付けている。
・体の動きを高めるために，自己に合った運動の
行い方を選んでいる。
・どのようなポイントを意識して運動を行うと動き
が高まるのかを見付け，それを生かした運動を工
夫している。
・グループで工夫した運動の行い方を，他のグ
ループに例示して見せたり，言葉で伝えたりして
いる。
・感想を伝える場面で，言葉のかけ方や並び方な
どの条件を工夫することで楽しく運動が行えたこ
とを他者に説明している。

・体の動きを高める運動に積極的に取り組んでい
る。
・運動を行う際の約束を守り，仲間と助け合って
いる。
・運動を行う場の設定や用具の片付けなどで，分
担された役割を果たしている。
・運動の行い方について仲間の気付きや考え，
取組のよさを認めている。
・運動の場の危険物を取り除くとともに，用具の
使い方や周囲の安全に気を配っている。

体ほぐしの運動 ・いろいろな体ほぐしの運動を
行い，仲間と体を動かす楽しさ
や心地よさを味わう。

体の動きを高める運動 ・体の動きを高めるためのいろ
いろな運動の行い方を理解し，
動きを工夫して体力を高める。

体育 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

令和６年度 評価規準



5 ・マット運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った回転系や巧技系の基本的な
技を安定して行ったり，その発展技に取り組んだ
りすることができる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返すことがで
きる。
・技を選んでそれらにバランスやジャンプなどを
加えて組み合わせたり，ペアやグループで動きを
組み合わせて演技をつくったりできる。
○開脚前転（更なる発展技：易しい場での伸膝前
転）
○補助倒立前転（更なる発展技：倒立前転，跳び
前転）
○伸膝後転（更なる発展技：後転倒立）
○倒立ブリッジ（更なる発展技：前方倒立回転）
○ロンダート
○補助倒立（更なる発展技：倒立）

・マット運動のポイントを理解し，自分や友達の動
きを照らし合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中
から自分の課題に適した練習の場を選んでい
る。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩ
ＣＴ機器を活用したりして見付けた，演技のこつや
わかったことを，文字や図で書いたり映像を活用
して発表したりするなどして伝えている。

・マット運動の基本的な技や発展技，それらの技
を組み合わせることに積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕
方や約束を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，
課題の解決方法を工夫したりする際に，仲間の
考えや取組を認めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付
けたり，場の危険物を取り除いたりするとともに，
試技の前後などに器械・器具の安全に気を配っ
ている。

5 ・鉄棒運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った支持系の基本的な技を安定
して行ったり，その発展技に取り組んだりすること
ができる。
・選んだ技を自己やグループで繰り返したり，組
み合わせたりすることができる。
○前方支持回転（更なる発展技：前方伸膝支持
回転）
○片足踏み越し下り（更なる発展技：横とび越し
下り）
○膝掛け上がり（更なる発展技：もも掛け上がり）
○前方もも掛け回転
○逆上がり
○後方支持回転（更なる発展技：後方伸膝支持
回転）
○後方もも掛け回転

・鉄棒運動のポイントを理解し，自分や友達の動
きを照らし合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中
から自分の課題に適した練習の場を選んでい
る。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩ
ＣＴ機器を活用したりして見付けた，演技のこつや
わかったことを，文字や図で書いたり映像を活用
して発表したりするなどして伝えている。

・鉄棒運動の基本的な技や発展技，それらの技
を組み合わせることに積極的に取り組んでいる。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕
方や約束を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，
課題の解決方法を工夫したりする際に，仲間の
考えや取組を認めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付
けたり，場の危険物を取り除いたりするとともに，
試技の前後などに器械・器具の安全に気を配っ
ている。

鉄棒運動 ・できそうな技に挑戦したり，で
きる技を組み合わせたりして，
鉄棒運動を楽しむ。

マット運動 ・技に挑戦したり，技を組み合
わせたり，仲間と動きを合わせ
たりする。

令和６年度 評価規準



6 ・跳び箱運動のいろいろな技の行い方がわかる。
・自分の力に合った切り返し系や回転系の基本
的な技を安定して行ったり，その発展技に取り組
んだりすることができる。
○かかえ込み跳び（更なる発展技：屈身跳び）
○伸膝台上前転
○頭はね跳び（更なる発展技：前方屈腕倒立回
転跳び）

・跳び箱運動のポイントを理解し，自分や友達の
動きを照らし合わせて課題を見付けている。
・見付けた課題を解決するために，複数の場の中
から自分の課題に適した練習の場を選んでい
る。
・グループの中で観察し合ったり，学習カードやＩ
ＣＴ機器を活用したりして見付けた，演技のこつや
わかったことを，文字や図で書いたり映像を活用
して発表したりするなどして伝えている。

・跳び箱運動の基本的な技や発展技，それらの
技を組み合わせることに積極的に取り組んでい
る。
・互いの役割を決めて観察し合うなど，学習の仕
方や約束を守り，仲間と助け合っている。
・器械・器具の準備や片付けなどで，分担された
役割を果たしている。
・技や演技を行うなかでわかったことを伝えたり，
課題の解決方法を工夫したりする際に，仲間の
考えや取組を認めている。
・けがのないように，互いの服装や髪形に気を付
けたり，場の危険物を取り除いたりするとともに，
試技の前後などに器械・器具の安全に気を配っ
ている。

5 ・短距離走やリレーの行い方がわかる。
・スタンディングスタートから，素早く走り始めるこ
とができる。
・体を軽く前傾させて全力で走ることができる。
・テークオーバーゾーン内で，減速の少ないバト
ンの受渡しをすることができる。

・短距離走・リレーのポイントがわかり，自分の課
題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選
んでいる。
・自分の能力に適した競走のルールや記録への
挑戦の仕方を選んでいる。
・短距離走・リレーのポイントや友達のよい動きな
どを，学習カードに記入したり，振り返りの時間に
発表したり，感想文を書いたりしている。

・短距離走・リレーに積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担
された役割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したり
する際に，仲間の考えや取組を認めている。
・短距離走やリレーの場の危険物を取り除くな
ど，用具の安全に気を配っている。

5 ・走り高跳びの行い方がわかる。
・５～７歩程度のリズミカルな助走をすることがで
きる。
・上体を起こして力強く踏み切ることができる。
・はさみ跳びで，足から着地することができる。

・走り高跳びのポイントがわかり，自分の課題を
見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選
んでいる。
・自分の能力に適した競争のルールや記録への
挑戦の仕方を選んでいる。
・走り高跳びのポイントや友達のよい動きなどを，
学習カードに記入したり，振り返りの時間に発表
したり，感想文を書いたりしている。

・走り高跳びに積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担
された役割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したり
する際に，仲間の考えや取組を認めている。
・走り高跳びの場の危険物を取り除いたり，整備
したりするとともに，用具の安全に気を配ってい
る。

6 ・走り幅跳びとソフトボール投げの２種競技の行
い方がわかる。
【走り幅跳び】
・７～９歩程度のリズミカルな助走をすることがで
きる。
・幅30～40cm程度の踏切りゾーンで力強く踏み
切ることができる。
・かがみ跳びから両足で着地することができる。

【ソフトボール投げ】
・投げる手と反対の足を踏み出すことができる。
・踏み出す足に体重を乗せることができる。
・手を大きく振って投げることができる。

・走り幅跳びとソフトボール投げのポイントがわか
り，自分の課題を見付けている。
・自分の課題に適した練習方法や練習の場を選
んでいる。
・自分の能力に適した競争のルールや記録への
挑戦の仕方を選んでいる。
・走り幅跳びとソフトボール投げのポイントや友達
のよい動きなどを，学習カードに記入したり，振り
返りの時間に発表したり，感想文を書いたりして
いる。

・走り幅跳びとソフトボール投げの２種競技に積
極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・用具の準備や片付け，計測や記録などで，分担
された役割を果たしている。
・勝敗を受け入れている｡
・課題を見付けたり，その解決方法を工夫したり
する際に，仲間の考えや取組を認めている。
・走り幅跳びやソフトボール投げの場の危険物を
取り除いたり，それぞれの場の整備をしたりする
とともに，用具の安全に気を配っている。

走り高跳び ・リズミカルな助走から力強く
踏み切って高く跳び，自分の記
録に挑戦したり，走り高跳びの
競争をしたりする。

２種競技（走り幅跳び・ソフト
ボール投げ）

・走り幅跳びとソフトボール投
げの２種競技をして，記録に挑
戦したり，得点競争をしたりす
る。

跳び箱運動 ・いろいろな技に挑戦し，安定
した跳び方ができるようにす
る。

短距離走・リレー ・よりよい走り方を身に付けて，
短距離走の日本記録に挑戦し
たり，みんなの力を生かす作
戦を工夫して，チームの合計
記録を縮めることに挑戦したり
する。

令和６年度 評価規準



8 【クロール】
・クロールの行い方がわかる。
・手を左右交互に前方に伸ばして水に入れ，水を
大きくかくことができる。
・柔らかく足を交互に曲げたり伸ばしたりして，リ
ズミカルなばた足をすることができる。
・肩のローリングを用い，体を左右に傾けながら
顔を横に上げて呼吸をすることができる。
・左右の手を入れ替える動きに呼吸を合わせて，
続けて長く泳ぐことができる。

【平泳ぎ】
・平泳ぎの行い方がわかる。
・両手を前方に伸ばし，ひじを曲げながら円を描く
ように左右に開き，水をかくことができる。
・足の親指を外側に開いて左右の足の裏や脚の
内側で水を挟み出すとともに，キックの後に伸び
の姿勢を保つことができる。
・手の動きに合わせて呼吸することができる。
・キックをした勢いを利用してしばらく伸び，続け
て長く泳ぐことができる。

【安全確保につながる運動】
・安全確保につながる運動の行い方がわかる。
・顔以外の部位がしっかりと水中に入った背浮き
の姿勢を維持することができる。
・大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で，仲間
に背中を押して沈めてもらい，息を止めてじっとし
て水面に浮上する浮き沈みを続けることができる
・タイミングよく呼吸をしたり，手や足を動かしたり
して，続けて長く浮くことができる。
・息を一度に吐き出し呼吸することができる。

・学習カードや掲示物などを活用して，水泳運動
のポイントと自分や仲間の動きを照らし合わせ，
課題を見付けている。
・クロールや平泳ぎで進んだ距離や，浮き沈みの
回数，背浮きの時間などを自分で決めて挑戦し，
自分の課題を見付けている。
・自分の課題に応じた練習の場や仕方を選んで
いる。
・自分で選んだ泳ぎ方で続けて長く泳いだり，決
まった距離でのストローク数に挑戦したりするな
ど，自分や友達の能力に応じた記録への挑戦の
仕方を選んでいる。
・ペアやグループで互いの動きを見合ったり，練
習の補助をし合ったりすることを通して，見付けた
ポイントやお互いの課題に適した練習方法を伝え
ている。
・友達とお互いの動きのよさを確かめ合ったり称
賛し合ったりしている。

・水泳運動が自己保全のために必要であることを
生かし，クロールや平泳ぎをしたり，背浮きや浮
き沈みをしたりするなどの水泳運動に積極的に
取り組んでいる。
・自己や仲間の課題を解決するための練習で
は，練習場所やレーンの使い方，補助の仕方な
どの約束を守り，仲間と助け合っている。
ウ　水泳運動で使用する用具の準備や片付けな
どで，分担された役割を果たしている。
・課題を見付けたり，解決方法を工夫したりする
際に，仲間の考えや取組を認めている。
・プールの底・水面などに危険物がないかを確認
したり，自己の体の調子を確かめてから泳いだ
り，仲間の体の調子にも気を付けるなど，水泳運
動の心得を守って安全に気を配っている。

7 ・ソフトバレーボールの行い方がわかる。
・自陣のコート（中央付近）から相手コートに向け
サービスを打ち入れることができる。
・ボールの方向に体を向けて，その方向に素早く
移動することができる。
・味方が受けやすいようにボールをつなぐことが
できる。
・片手，両手を使って，相手コートにボールを打ち
返すことができる。

・誰もが楽しくソフトバレーボールに参加できるよ
うに，プレイヤーの人数やコートの広さ，プレイの
制限，得点の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割
を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が行ってい
た動き方の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器
を用いて記録した動画などを使って友達に伝えて
いる。

・ソフトバレーボールの簡易化されたゲームや練
習に積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，
話し合ったりする際に，仲間の考えや取組を認め
ている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付
けたり場の整備をしたりするとともに，用具の安
全に気を配っている。

ネット型(ソフトバレーボール)) ・攻めの組み立て方を工夫し
て，ソフトバレーボールをする。

水泳運動 ・安全確保に繋がる動きができ
るようになる。平泳ぎやクロー
ルで長く泳げるようになる。

令和６年度 評価規準



7 ・シートバスケットボールの行い方がわかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出すことができ
る。
・相手に捕られない位置でドリブルをすることがで
きる。
・ボール保持者と自己の間に守備者が入らない
ように移動することができる。
・得点しやすい場所に移動し，パスを受けて
シュートなどをすることができる。
・ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備
をすることができる。

・誰もが楽しくシートバスケットボールに参加でき
るように，プレイヤーの人数やコートの広さ，プレ
イの制限，得点の仕方などの規則を工夫してい
る。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割
を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が行ってい
た動き方の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器
を用いて記録した動画などを使って友達に伝えて
いる。

・シートバスケットボールの簡易化されたゲーム
や練習に積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，
話し合ったりする際に，仲間の考えや取組を認め
ている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付
けたり場の整備をしたりするとともに，用具の安
全に気を配っている。

8 ・フリーゾーンサッカーの行い方がわかる。
・近くにいるフリーの味方にパスを出すことができ
る。
・相手に捕られない位置でドリブルをすることがで
きる。
・ボール保持者と自己の間に守備者が入らない
ように移動することができる。
・得点しやすい場所に移動し，パスを受けて
シュートなどをすることができる。
・ボール保持者とゴールの間に体を入れて守備
をすることができる。

・誰もが楽しくフリーゾーンサッカーに参加できる
ように，プレイヤーの人数やコートの広さ，プレイ
の制限，得点の仕方などの規則を工夫している。
・チームの特徴に応じた作戦を選び，自分の役割
を確認している。
・課題の解決のために，自分や友達が行ってい
た動き方の工夫を，動作や言葉，絵図，ICT機器
を用いて記録した動画などを使って友達に伝えて
いる。

・フリーゾーンサッカーの簡易化されたゲームや
練習に積極的に取り組んでいる。
・ルールやマナーを守り，仲間と助け合っている。
・ゲームを行う場の設定や用具の片付けなどで，
分担された役割を果たしている。
・ゲームの勝敗を受け入れている。
・ゲームや練習の中で互いの動きを見合ったり，
話し合ったりする際に，仲間の考えや取組を認め
ている。
・ゲームや練習の際に，使用する用具などを片付
けたり場の整備をしたりするとともに，用具の安
全に気を配っている。

6 ・表現「踊る！　思い出の○○」の行い方がわか
る。
・表現「踊る！　思い出の○○」のいろいろな題材
からそれらの主な特徴を捉え，表したい感じやイ
メージをひと流れの動きで即興的に表現したり，
グループで簡単なひとまとまりの動きにして表現
したりすることができる。
・題材から動きの変化や起伏の特徴を捉え，そこ
に感情の変化や起伏を重ねていくことができる。
・表したい感じやイメージを，素早く走る－急に止
まる，ねじる－回る，跳ぶ－転がるなどの動きで
変化を付けたり繰り返したりして，激しい感じや急
変する感じをメリハリ（緩急・強弱）のあるひと流
れの動きにして即興的に踊ることができる。

・表現「踊る！　思い出の○○」のポイントがわか
り，自分の課題の解決策を考えたり，課題に応じ
た見合いや交流の仕方などを選んでいる。
・表現したい「イメージを強調する」ために，差の
ある動きや群の動きなどで変化を付ける方法を
選んでいる。
・表現したい「イメージを伝える」ために，一番盛り
上げたい場面を明確にし，急変する場面や取り
入れる群の動きを選んでいる。
・表したい感じやイメージが表現され，踊りの特徴
を捉えているかなどを確認するための仕方を選
んでいる。
・課題の解決のために友達と見合ったところを他
者に伝えている。

・表現「踊る！　思い出の○○」の表したい感じや
イメージを表現する運動に積極的に取り組んで
いる。
・表現に取り組む際に，互いの動きや考えのよさ
を認め合っている。
・表現にグループで取り組む際に，仲間と助け
合っている。
・表現を行う場の設定や用具の片付けなどで，分
担された役割を果たしている。
・活動する場所の危険物を取り除くとともに，仲間
とぶつからないよう，場の安全に気を配ってい
る。

表現運動・踊る！　思い出の
○○

・生活や自然，社会のいろいろ
な題材の中から，印象的なで
きごとを見つけ，表したいイ
メージを感じを込めて踊る。

ゴール型(シートバスケットボー
ル)

・パスやシュートをしながら攻
め方を工夫して，シートバス
ケットボールをする。

ゴール型(フリーゾーンサッ
カー)

・パスやシュートをしながら，攻
め方を工夫して，フリーゾーン
サッカーをする。

令和６年度 評価規準



3 ・フォークダンスの行い方がわかる。
・外国の踊り特徴を捉え，基本的なステップや動
きを身に付けて，音楽に合わせてみんなで楽しく
踊って交流することができる。
・マイム・マイム（イスラエル）などのシングルサー
クルで踊る力強い踊りでは，みんなで手をつな
ぎ，かけ声をかけて力強くステップを踏みながら
移動して踊ることができる。
・コロブチカ（ロシア）などのパートナーチェンジの
ある軽快な踊りでは，パートナーと組んでスリー
ステップターンなどの軽快なステップで動きを合
わせたり，パートナーチェンジをスムーズに行っ
たりしながら踊ることができる。
・グスタフス・スコール（スウェーデン）などの特徴
的な隊形と構成の踊りでは，前半の厳かな挨拶
の部分と後半の軽快なスキップやアーチくぐりな
どの変化を付けて，パートナーや全体でスムーズ
に隊形移動しながら踊ることができる。

・外国のフォークダンスのポイントがわかり，自分
の課題の解決策を考えたり，課題に応じた見合
いや交流の仕方などを選んでいる。
・踊りの特徴を捉えているかなどを確認するため
の仕方を選んでいる。
・課題の解決のために友達と見合ったところを他
者に伝えている。
・ペアのグループやクラス全体で踊り，身に付け
た踊りの特徴が出ているかを伝えている。

・外国のフォークダンスで交流したりする運動に
積極的に取り組んでいる。
・フォークダンスに取り組む際に，互いの動きや
考えのよさを認め合うこと。
・フォークダンスにグループで取り組む際に，仲
間と助け合うこと。
・フォークダンスを行う場の設定や用具の片付け
などで，分担された役割を果たすこと。
・活動する場所の危険物を取り除くとともに，仲間
とぶつからないよう，場の安全に気を配ること。

2 ・体が冷えたときや，夜ふかしなどの健康によくな
い生活を続けていたときに，かぜの病原体が体
の中に入るとかぜをひきやすくなる。このように，
かぜは様々な原因が関わり合って起こることが
わかる。
・病気は，病原体，体の抵抗力，生活の仕方，環
境などが関わり合って起こることがわかる。
・病気の予防には病気の起こり方を知っておくこ
とが大切であることを理解している。

・どんなときにかぜをひくのか，自分の経験を思
い出して，自分の考えを他者に伝えている。
・かぜを参考にして，いろいろな病気はどんなこと
が関わり合って起こるのかを考え，説明してい
る。

・日ごろ経験しているかぜなどの病気について，
その原因を進んで調べようとしている。
・病気から体を守る様々なはたらきに関心をも
ち，資料等で調べようとしている。

2 ・病原体には多くの種類があり，体の中への入り
からもさまざまである。インフルエンザや結核，は
しか，風しんなどの病原体は，主に空気を通して
体の中へ入ることがわかる。
・食中毒の原因となるノロウイルスなどの病原体
は，病原体が付いた手や食べ物を通して体の中
へ入ることがわかる。
・病原体の種類によって体に現れる症状も違うこ
とがわかる。
・感染症を予防するには，病原体が発生するもと
をなくすこと，移る道筋を断ち切ることなど，病原
体を体の中に入れないようにすることが必要であ
ること。また，体の抵抗力を高めておくと病気にか
かりにくくなることがわかる。

・インフルエンザウイルスや食中毒の原因となる
病原体がどのようにして体の中に入るのかを調
べ，説明している。
・感染症を予防するには，どうすればよいのかを
病原体の体の中への入り方などから自分の考え
を他者に伝えている。

・インフルエンザや結核，食中毒，エイズなどの
病気について，その特徴や感染の仕方，予防の
仕方を進んで調べようとしている。
・自分の生活を振り返って，感染症を予防するた
めにこれから気をつけようと思うことやその理由
を進んで考えている。

感染症の予防 ・病原体が主な原因となって起
こる病気の予防には，病原体
が体に入るのを防ぐことや病原
体に対する体の抵抗力を高め
ておくことが必要であることを
理解できるようにする。
・感染症の予防の仕方を考え
たり，選んだりした方法がなぜ
適切であるか，理由をあげて
学習カードに書くことができるよ
うにする。
・病気の予防について，課題の
解決に向けての話し合いや発
表などの学習活動に，進んで
取り組むことができるようにす
る。

フォークダンス・世界のフォー
クダンス

・「マイム・マイム」「コロブチカ」
「グスタフススコール」など，世
界の踊りの特徴を捉えて踊る。

病気の起こり方 ・病気は病原体，体の抵抗力，
生活行動，環境などが関わり
合って起こることを理解できる
ようにする。
・病気の原因について，病原
体，体の抵抗力，生活行動，環
境などの要因に分類して考え，
説明できるようにする。
・いろいろな病気やその起こり
方について関心をもち，課題の
解決に協力して取り組むことが
できるようにする。

令和６年度 評価規準



2 ・心臓病や脳卒中などの生活習慣病は，運動不
足や，糖分，脂肪分，塩分の取り過ぎ，不規則な
生活などが関係して起こることがわかる。
・生活習慣病を予防するには，適切な運動，栄養
のバランスのよい食事，十分な休養・睡眠など，
毎日の生活の仕方に気をつけて，健康によい生
活習慣を身に付けることが大切であることがわか
る。

・生活習慣病にはどんなものがあるのか，また，
健康によくない生活と生活習慣病にはどんな関
係があるのかを調べ，自分の考えを他者に伝え
ている。
・具体的な事例における生活習慣病を予防する
ための方法を理由とともに考え，記している。

・自分の生活を振り返って，生活習慣病を防ぐた
めにこれから実行したいことを進んで考え，日常
生活に生かそうとしている。

2 ・むし歯は，歯垢の中の細菌が，糖分を酸に変
え，その酸が歯を溶かすことで起こり，食事中や
食後は酸が強くなるので，口の中を清潔にしてお
かないと，歯のとけた状態が長く続き，むし歯に
なりやすくなることがわかる。
・むし歯や歯周病を予防するには，食後や寝る前
に歯を磨いて，口の中をいつも清潔にしておくこと
が大切なこと。また，甘いものを控えめにするな
ど，糖分を取り過ぎないようにすることも予防にな
ることがわかる。

・むし歯や歯周病がどのようにして起こるのか，そ
の仕組みを調べ，他者に伝えている。
・具体的な事例においてむし歯になりやすい生活
習慣について考え，発表したりしている。
・具体的な事例においてむし歯にならないための
アドバイスを考え，書いている。

・自分の生活を振り返って，むし歯や歯周病を防
ぐためにこれから実行したいことを進んで考え，
日常生活に生かそうとしている。

2 ・喫煙は，肺や心臓，脳，胃などに悪い影響を与
えること。また，一度習慣になると簡単にはやめ
られなくなり，長い間吸い続けると，肺がんや心
臓病などにかかりやすくなることがわかる。
・たばこを吸い始めた時期が早く，吸っている期
間が長いほど，体への害も大きくなるため，未成
年の喫煙は法律で禁止されていることがわかる。
・たばこの煙には，たくさんの有害物が含まれて
おり，たばこを吸わない人でもたばこの煙を吸い
込むこと（受動喫煙）で，健康に害が生じることが
わかる。

・たばこを吸うと肺にどんな影響があるのかを２
枚の写真から考えている。
・たばこを吸うと体にどんな影響があるのかを調
べ，すぐに体に現れる害と長い間の喫煙によって
現れる害に分けて発表している。
・どんな場所が喫煙を制限したり，禁煙にしたりし
ているのか，その理由を考え，発表している。

・たばこを人からすすめられた場合には，声に出
して，はっきりと断る意志と態度を示している。

喫煙の害 ・喫煙には，急性の害と慢性の
害があることや受動喫煙により
周囲の人々の健康にも害を及
ぼすことを理解できるようにす
る。
・喫煙と健康について，害や体
への影響を考え，説明できるよ
うにする。
・喫煙の害について資料を見た
り，生活を振り返ったりするな
ど，進んで学習活動に取り組
むことができるようにする。

生活習慣病の予防① ・生活習慣病を予防するには，
運動，食事，睡眠などについ
て，健康によい生活習慣を身
に付けることが必要であること
を理解できるようにする。
・生活習慣病の原因となる生
活習慣について考え，生活習
慣病を予防する方法について
説明することができるようにす
る。
・生活習慣病に関心をもち，学
習した知識をもとに自分の生
活を振り返るなど，進んで学習
活動に取り組むことができるよ
うにする。

生活習慣病の予防② ・むし歯や歯周病の予防には，
毎日の生活の仕方が関係して
いることを理解できるようにす
る。
・むし歯や歯周病の予防方法
について，学習した知識を活用
して具体的に考え，説明できる
ようにする。
・口腔の衛生を保つための生
活習慣について，自己の生活
を振り返ったり，これからの生
活の仕方を考えたりしながら，
進んで学習活動に取り組むこ
とができるようにする。

令和６年度 評価規準



2 ・酒類に含まれているアルコールは，脳のはたら
きを低下させるため，酒を飲むと注意力や判断力
がにぶり，事故やけがを引き起こすこと。また，呼
吸や胸が苦しくなるなど体への影響も現れること
がわかる。
・一度に多量の酒を飲むと急性アルコール中毒
になって死亡することがあることがわかる。
・飲酒の習慣は，肝臓，脳，胃，食道，腸，心臓な
どに負担をかけて多くの病気を引き起こすことが
わかる。
・体の発育する時期の飲酒は心身におよぼす害
が特に大きいので，未成年の飲酒は法律で禁止
されていることがわかる。

・飲酒を続けていると脳にどんな影響があるのか
を２枚の写真から考えている。
・飲酒を続けていると体にどんな影響があるのか
を調べ，すぐに体に現れる害と長い間の飲酒に
よって現れる害に分けて発表している。

・酒を人からすすめられた場合には，声に出し
て，はっきりと断る意志と態度を示している。

2 ・薬物乱用とは，医薬品を医療以外の目的で使っ
たり，シンナーなどの化学物質を本来の目的以
外に不正に使ったりすることであり，１回の使用
でも乱用になることがわかる。
・薬物の乱用は心身に重大な障害を引き起こし，
１回の乱用でも死ぬことがあることがわかる。
・薬物には「依存性」があり，軽い気持ちで使うと
やめられなくなること。また，乱用を続けると自分
の心身の健康に重大な害をあたえるほか，犯罪
や事故など，社会的な事件を引き起こし，周りの
人にたいへんな迷惑をかけることがわかる。
・薬物の乱用は法律で禁止されていることがわか
る。

・シンナーなどの薬物を乱用すると，体にどんな
影響があるのかを調べ，発表している。
・薬物乱用のこわさについて考え，他者に伝えた
り，発表したりしている。

・薬物には手を出さないという自分の決意とその
理由を書いて，強い意志を示している。

2 ・保健所や保健センターでは，病気の予防や
人々の健康づくりのために，健康的な生活習慣
に関わる情報の提供や予防接種など，様々な活
動が行われていることなどから，私たちの健康は
地域の様々な活動に支えられていることがわか
る。

・健康のために自分が気をつけていること，また，
学校で行われている活動について考えている。
・人々の健康を守るために地域の保健所や保健
センターでどんな活動が行われているのかを調
べ，発表したりしている。

・自分たちの住んでいる地域の保健所や保健セ
ンターでどんな活動が行われているのかを進ん
で調べようとしている。

地域の保健活動 ・人々の病気を予防するため
に，保健所や保健センターなど
では，健康な生活習慣に関わ
る情報提供や予防接種などの
活動が行われていることを理
解できるようにする。
・地域の様々な保健活動の取
り組みの中から，人々の病気
を予防するための取り組みを
選ぶことができるようにする。
・地域の保健活動について，課
題の解決に向けての調べ学習
や発表などの学習活動に，進
んで取り組むことができるよう
にする。

飲酒の害 ・飲酒は，判断力が鈍る，呼吸
や胸が苦しくなるなどの影響が
すぐに現れることや，飲酒を長
い間続けると肝臓がんなどの
病気の原因になることを理解で
きるようにする。
・飲酒の害や体への影響を考
え，説明することができるよう
にする。
・飲酒と健康について関心をも
ち，課題の解決に協力して取り
組むことができるようにする。

薬物乱用の害 ・薬物乱用は，１回の乱用で死
に至ることがあり，乱用を続け
るとやめられなくなって，心身
の健康に深刻な害を与えること
を理解できるようにする。
・薬物乱用の害や周りの人へ
の影響を考え，説明することが
できるようにする。
・薬物乱用について，課題の解
決に向けての話し合いや発表
などの学習活動に，進んで取
り組むことができるようにする。

令和６年度 評価規準



教科 学年

2

10

8

14

家庭科

生活時間について、家族との「協
力」などの視点から、課題をもっ
て、基礎的・基本的な知識を身に
つけ、家族の一員として、生活時間
の使い方を考え、工夫することがで
きる。

第６学年

見つめてみよう生活時間

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
生活時間の有効な使い方について
理解している。

家庭の仕事について問題を見いだ
して課題を設定し、さまざまな解決
方法を考え、実践を評価・改善し、
考えたことを表現するなどして課題
を解決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、家庭生活と仕事につい
て、課題の解決に向けて主体的に
取り組んだり、ふり返って改善した
りして、生活を工夫し、実践しようと
している。

食事の役割と栄養を考えた食事、
いためる調理について問題を見い
だして課題を設定し、さまざまな解
決方法を考え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現するなどして
課題を解決する力を身につけてい
る。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、食事の役割と栄養を考え
た食事、調理の基礎について、課
題の解決に向けて主体的に取り組
んだり、ふり返って改善したりして、
生活を工夫し、実践しようとしてい
る。

朝食から
健康な1日の生活を

朝食の役割と栄養、いためる調理
について、「健康・快適・安全」など
の視点から、課題をもって、基礎
的・基本的な知識及び技能を身に
つけ、調理計画を考え、いためる
調理の仕方を工夫することができ
る。

夏をすずしくさわやかに

食事の役割と栄養を考えた食事に
ついて理解しているとともに、いた
める調理について理解し、適切に
できる。

夏の快適な住まい方や衣服の着
方と手入れについて、「健康・快
適・安全」などの視点から、課題を
もって、基礎的・基本的な知識及び
技能を身につけ、夏をすずしく快適
に過ごすための住まい方や着方・
手入れについて考え、工夫するこ
とができる。

住まいの働きや季節の変化に合わ
せた夏の住まい方や衣服の着方
について理解しているとともに、日
常着の手入れの仕方を理解し、適
切にできる。

季節の変化に合わせた夏の住ま
い方や衣服の着方と手入れの仕
方について問題を見いだして課題
を設定し、さまざまな解決方法を考
え、実践を評価・改善し、考えたこ
とを表現するなどして課題を解決す
る力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、快適な住まい方や衣服の
着用と手入れについて、課題の解
決に向けて主体的に取り組んだ
り、ふり返って改善したりして、生活
を工夫し、実践しようとしている。

思いを形にして
生活を豊かに

生活を便利で豊かにするための布
を用いた製作について、「健康・快
適・安全」などの視点から、課題を
もって、基礎的・基本的な知識及び
技能を身につけ、目的に合った製
作計画を考え、製作を工夫すること
ができる。

製作計画やミシンぬいによる製作
の仕方について理解しているととも
に、適切にできる。

生活を豊かにするための布を用い
た物の製作計画やミシンぬいによ
る製作について問題を見いだして
課題を設定し、さまざまな解決方法
を考え、実践を評価・改善し、考え
たことを表現するなどして課題を解
決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、生活を豊かにするための
布を用いたミシンぬいによる製作
について、課題の解決に向けて主
体的に取り組んだり、ふり返って改
善したりして、生活を工夫し、実践
しようとしている。

令和６年度 評価規準



10

5

2

まかせてね　今日の食事 栄養を考えた食事について、「健
康・快適・安全」などの視点から、
課題をもって、1食分の献立と環境
に配慮した調理に関する基礎的・
基本的な知識及び技能を身につ
け、栄養のバランスを考えた1食分
の献立を工夫することができる。

1食分の献立の栄養のバランスや
買い物の仕方、環境に配慮した調
理の仕方について理解していると
ともに、購入に必要な情報の収集・
整理が適切にできる。

1食分の献立の栄養のバランスや
買い物の仕方、環境に配慮した調
理の仕方について問題を見いだし
て課題を設定し、さまざまな解決方
法を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなどして課題を
解決する力を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、栄養を考えた食事や買い
物、環境に配慮した生活につい
て、課題の解決に向けて主体的に
取り組んだり、ふり返って改善した
りして、生活を工夫し、実践しようと
している。

冬を明るく暖かく 冬の快適な住まい方や衣服の着
方について、「健康・快適・安全」な
どの視点から、課題をもって、基礎
的・基本的な知識及び技能を身に
つけ、冬を暖かく快適に過ごすた
めの住まい方や着方について考
え、工夫することができる。

住まいの働きや季節の変化に合わ
せた冬の住まい方や衣服の着方
について理解している。

季節の変化に合わせた冬の住ま
い方や衣服の着方について問題を
見いだして課題を設定し、さまざま
な解決方法を考え、実践を評価・改
善し、考えたことを表現するなどし
て課題を解決する力を身につけて
いる。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、快適な住まい方や衣服の
着用について、課題の解決に向け
て主体的に取り組んだり、ふり返っ
て改善したりして、生活を工夫し、
実践しようとしている。

あなたは家庭や地域の宝物 家族や地域の人々との関わりにつ
いて、家族や地域の人々との「協
力」などの視点から、課題をもっ
て、基礎的・基本的な知識を身に
つけ、よりよい関わりについて考
え、工夫することができる。

家庭生活は地域の人々との関わり
で成り立っていることが分かり、地
域の人々との協力が大切であるこ
とを理解している。

家族や地域の人々との関わりにつ
いて問題を見いだして課題を設定
し、さまざまな解決方法を考え、実
践を評価・改善し、考えたことを表
現するなどして課題を解決する力
を身につけている。

家族の一員として、生活をよりよく
しようと、家族や地域の人々との関
わりについて、課題の解決に向け
て主体的に取り組んだり、ふり返っ
て改善したりして、生活を工夫し、
実践しようとしている。

令和６年度 評価規準



教科 学年

8

8

単元のまとまりの評価規準

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

相手のことをよく知るために、好きなものや
宝物とその理由などについてのやり取りや
短い話を聞いて概要を捉えている。

《自分のことを伝えるために、好きなものや
宝物とその理由などについて、簡単な語句
や基本的な表現を用いて、考えや気持ちな
どを》話している。

知識・技能

知 I like .... やMy treasure is .... およびその
関連語句について理解している。
技 好きなものや宝物とその理由などについ
てのやり取りや短い話を聞いて、概要を捉え
る技能を身につけている。
知 【I like .... やMy treasure is .... およびその
関連語句】について理解している。
技 好きなものや宝物とその理由などについ
てのやり取りや短い話を聞いて、概要を捉え
る技能を身につけている。
技 好きなものや宝物とその理由などについ
て、【同上】を用いて、考えや気持ちなどを話
す技能を身につけている。

外国語

お互いのことをよく知るために、好きなもの
や宝物などについて、聞き取ったり紹介した
りすることができる。また、好きなものや宝物
などについて、例文を読んだり、それを参考
に書いたりすることができる。

Unit 1  This is me!

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

第６学年

Unit 2  My Daily Schedule

お互いの生活をよく知るために、日常生活に
ついて、聞き取ったり紹介したりすることが
できる。また、週末の過ごし方について、例
文を読んだり、それを参考に書いたりするこ
とができる。

知 I always .... や I usually ....、I sometimes
.... およびその関連語句について理解してい
る。技 一日の生活についてのやり取りを聞
いて、概要を捉える技能を身につけている。
知 【I always .... や I usually ....、I sometimes
.... およびその関連語句】について理解して
いる。技 一日の生活についてのやり取りを
聞いて、概要を捉える技能を身につけてい
る。

相手のことをよく知るために、一日の生活に
ついて、短い話ややり取りを聞いて概要を捉
えている
《自分のことを伝えるために、一日の生活に
ついて、簡単な語句や基本的な表現を用い
て、考えや気持ちなどを》話している。

《自分のことを伝えるために、一日の生活に
ついて、簡単な語句や基本的な表現を用い
て、考えや気持ちなどを》話そうとしている。

令和６年度 評価規準



8

2

8

＜知識＞【好きなものや宝物、一日の生活、
したことなどを伝える表現や関連語句など】
について理解している。
＜技能＞日常生活や最近の出来事につい
ての発表を聞いて、概要を捉える技能を身
につけている。
＜技能＞日常生活や最近の出来事につい
て、【同上】を用いて、考えや気持ちなどを話
す技能を身につけている。◎

相手のことをよく知るために、日常生活や最
近の出来事について、短い話を聞いて概要
を捉えている。
自分のことを伝えるために、日常生活や最
近の出来事について、内容を整理したうえ
で、簡単な語句や基本的な表現を用いて考
えや気持ちなどを話している。◎

相手のことをよく知るために、日常生活や最
近の出来事についての短い話の概要を聞き
取ろうとしている。
自分のことを伝えるために、日常生活や最
近の出来事について、内容を整理したうえ
で、簡単な語句や基本的な表現を用いて考
えや気持ちなどを話そうとしている。◎

知 Let’s go to .... やYou can see [eat / buy]
....、It’s ....、Where do you want to go? とそ
の答え方、およびその関連語句について理
解している。
技 行きたい国とそこでできることについての
やり取りを聞いて、概要を捉える技能を身に
つけている。
知 【Let’s go to .... やYou can see [eat /
buy] ....、It’s ....、Where do you want to go?
とその答え方、およびその関連語句】につい
て理解している。
技 行きたい国とそこでできることについて、
【同上】を用いて、考えや気持ちなどを伝え
合う技能を身につけている。

世界の国の魅力を知るために、行きたい国
とそこでできることについて、やり取りを聞い
て概要を捉えている。
《世界の国の魅力を伝えるために、行きたい
国とそこでできることについて、簡単な語句
や基本的な表現を用いて、考えや気持ちな
どを》伝え合っている。

《世界の国の魅力を伝えるために、行きたい
国とそこでできることについて、簡単な語句
や基本的な表現を用いて、考えや気持ちな
どを》伝え合おうとしている。

Unit 4  Let's see the world.

行きたい国の魅力を伝えるために、行きた
い国とそこでできることについて、聞き取っ
たり伝えたりすることができる。また、行きた
い国とそこでできることについて、例文を読
んだり、それを参考に書いたりすることがで
きる。

Check Your Steps 1  発信! わたしのニュースあれこれ

自分のことを伝えるために、日常生活や最
近の出来事について、内容を整理したうえで
考えや気持ちなどを発表することができる。

Unit 3  My Weekend

お互いの生活をよく知るために、週末にした
ことについて、聞き取ったり伝えたりすること
ができる。また、週末にしたことについて、例
文を読んだり、それを参考に書いたりするこ
とができる。

知 I went to .... や I enjoyed ....、I ate ....、It
was .... およびその関連語句について理解し
ている。
技 週末にしたことについてのやり取りを聞
いて、概要を捉える技能を身につけている。
知 【I went to .... や I enjoyed ....、I ate ....、It
was .... およびその関連語句】について理解
している。
技 週末にしたことについてのやり取りを聞
いて、概要を捉える技能を身につけている。
知 【同上】について理解している。
技 週末にしたことについて、【同上】を用い
て、考えや気持ちなどを伝え合う技能を身に
つけている。

相手のことをよく知るために、週末にしたこと
について、やり取りを聞いて概要を捉えてい
る。
《自分のことを伝え、相手のことをよく知るた
めに、週末にしたことについて、簡単な語句
や基本的な表現を用いて、考えや気持ちな
どを》伝え合っている。

《自分のことを伝え、相手のことをよく知るた
めに、週末にしたことについて、簡単な語句
や基本的な表現を用いて、考えや気持ちな
どを》伝え合おうとしている。

令和６年度 評価規準



8

8

2

＜知識＞【生き物や地球のためにできること
などを伝える表現や関連語句など】について
理解している。
＜技能＞生き物や地球が直面する問題や、
自分たちができることについての発表を聞
いて、概要を捉える技能を身につけている。
＜技能＞生き物や地球が直面する問題や、
自分たちができることについて、【同上】を用
いて、考えや気持ちなどを話す技能を身に
つけている。◎

地球に対する相手の考えをよく知るために、
生き物や地球が直面する問題や、自分たち
ができることについての短い話を聞いて概
要を捉えている。地球に対する自分の考え
を伝えるために、生き物や地球が直面する
問題や、自分たちができることについて、内
容を整理したうえで、簡単な語句や基本的
な表現を用いて考えや気持ちなどを話して
いる。◎

地球に対する相手の考えをよく知るために、
生き物や地球が直面する問題や、自分たち
ができることについての短い話の概要を聞
き取ろうとしている。地球に対する自分の考
えを伝えるために、生き物や地球が直面す
る問題や、自分たちができることについて、
内容を整理したうえで、簡単な語句や基本
的な表現を用いて考えや気持ちなどを話そ
うとしている。◎

知 This is ....、It’s from ....、国名 is in 地域.、
およびその関連語句について理解してい
る。
技 身の回りのものとその生産国についての
やり取りを聞いて、概要を捉える技能を身に
つけている。
知 【This is ....、It’s from ....、国名 is in 地
域.、およびその関連語句】について理解して
いる。
技 身の回りのものとその生産国についての
やり取りを聞いて、概要を捉える技能を身に
つけている。
技 身の回りのものとその生産国について、
【同上】を用いて、考えや気持ちなどを話す
技能を身につけている。

自分たちと世界とのつながりをよく知るため
に、身の回りのものとその生産国について
のやり取りや短い話を聞いて概要を捉えて
いる。
《自分たちと世界とのつながりを伝えるため
に、身の回りのものとその生産国について、
簡単な語句や基本的な表現を用いて、考え
や気持ちなどをグループで》発表している。

《自分たちと世界とのつながりを伝えるため
に、身の回りのものとその生産国について、
簡単な語句や基本的な表現を用いて、考え
や気持ちなどをグループで》発表しようとして
いる。

知 Let’s save ....、 Where do 生き物名 live?
とその答え方、... is a big problem.、 We can
....、およびその関連語句について理解してい
る。
技 生き物が暮らす場所と直面する問題につ
いてのスピーチを聞いて、概要を捉える技能
を身につけている。
知 【Let’s save ....、 Where do 生き物名
live? とその答え方、... is a big problem.、 We
can ....、およびその関連語句】について理解
している。
技 生き物が暮らす場所と直面する問題、自
分たちが身近でできることについて、【同上】
を用いて、考えや気持ちなどを話す技能を
身につけている。

生き物への理解を深めるために、生き物が
暮らす場所と直面する問題、自分たちが身
近でできることについての短い話を聞いて概
要を捉えている。
《生き物への理解を深めるために、生き物が
暮らす場所と直面する問題、自分たちが身
近でできることについて、簡単な語句や基本
的な表現を用いて、考えや気持ちなどを》話
している。

《生き物への理解を深めるために、生き物が
暮らす場所と直面する問題、自分たちが身
近でできることについて、簡単な語句や基本
的な表現を用いて、考えや気持ちなどを》話
そうとしている。

Check Your Steps 2  始めよう！ 地球のためにできること

地球に対する自分の考えを伝えるために、
生き物や地球が直面する問題や、自分たち
ができることについて、内容を整理したうえ
で考えや気持ちなどを発表することができ
る。

Unit 6  Save the animals.

生き物への理解を深めるために、生き物が
暮らす場所や直面する問題、生き物のため
にできることについて、聞き取ったり伝えたり
することができる。また、それらについて、例
文を読んだり、例文を参考に書いたりするこ
とができる。

Unit 5  Where is it from?

自分たちと世界とのつながりを知るために、
身の回りのものの生産国について、聞き
取ったり紹介したりすることができる。また、
身の回りのものやその生産国について、例
文を読んだり、それを参考に書いたりするこ
とができる。

令和６年度 評価規準
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8

2

知 What club do you want to join?、 I want
to join ....、 What do you want to be?、 I
want to be .... およびその関連語句について
理解している。
技 中学校生活でしたいことや将来の夢につ
いてのやり取りを聞いて、概要を捉える技能
を身につけている。
知 【What club do you want to join?、 I want
to join ....、 What do you want to be?、 I
want to be .... およびその関連語句】につい
て理解している。
技 中学校生活でしたいことや将来の夢につ
いて、【同上】を用いて、考えや気持ちなどを
伝え合う技能を身につけている。

相手の夢を応援するために、中学校生活で
したいことや将来の夢についてのやり取りや
短い話を聞いて概要を捉えている。
《お互いの夢を応援するために、中学校生
活でしたいことや将来の夢について、簡単な
語句や基本的な表現を用いて、考えや気持
ちなどを》伝え合っている。

《お互いの夢を応援するために、中学校生
活でしたいことや将来の夢について、簡単な
語句や基本的な表現を用いて、考えや気持
ちなどを》伝え合おうとしている。

＜知識＞【出来事やその感想、したいことな
どを伝える表現や関連語句など】について
理解している。
＜技能＞小学校生活の思い出や将来の夢
についての発表を聞いて、概要を捉える技
能を身につけている。
＜技能＞小学校生活の思い出や将来の夢
について、【同上】を用いて、考えや気持ちな
どを話す技能を身につけている。◎

卒業にあたっての相手の思いを知るため
に、小学校生活の思い出や将来の夢につい
ての短い話を聞いて概要を捉えている。卒
業にあたっての自分の思いを伝えるため
に、小学校生活の思い出や将来の夢につい
て、内容を整理したうえで、簡単な語句や基
本的な表現を用いて考えや気持ちなどを話
している。◎

卒業にあたっての相手の思いを知るため
に、小学校生活の思い出や将来の夢につい
ての短い話の概要を聞き取ろうとしている。
卒業にあたっての自分の思いを伝えるため
に、小学校生活の思い出や将来の夢につい
て、内容を整理したうえで、簡単な語句や基
本的な表現を用いて考えや気持ちなどを話
そうとしている。◎

知 What’s your best memory?、 My best
memory is ....、We went to ....、It was ....、お
よびその関連語句について理解している。
技 小学校生活の一番の思い出についての
やり取りを聞いて、概要を捉える技能を身に
つけている。
知 【What’s your best memory?、 My best
memory is ....、We went to ....、It was ....、お
よびその関連語句】について理解している。
技 小学校生活の一番の思い出について、
【同上】を用いて、考えや気持ちなどを伝え
合う技能を身につけている。

相手のことをよく知るために、小学校生活の
一番の思い出についてのやり取りや短い話
を聞いて概要を捉えている。
《自分のことを伝え、相手のことをよく知るた
めに、小学校生活の一番の思い出につい
て、簡単な語句や基本的な表現を用いて、
考えや気持ちなどを》伝え合っている。

《自分のことを伝え、相手のことをよく知るた
めに、小学校生活の一番の思い出につい
て、簡単な語句や基本的な表現を用いて、
考えや気持ちなどを》伝え合おうとしている。

Check Your Steps 3　卒業！ 今伝えたい，わたしの思い

卒業にあたっての自分の思いを伝えるため
に、小学校生活の思い出や将来の夢につい
て、内容を整理したうえで考えや気持ちなど
を発表することができる。

Unit 8  My Future, My Dream

お互いの夢を応援するために、将来したい
ことについて、聞き取ったり伝えたりすること
ができる。また、中学校で入りたい部活動や
将来の夢などについて、例文を読んだり、そ
れを参考に書いたりすることができる。

Unit 7  My Best Memory

お互いのことをよく知るために、小学校生活
の一番の思い出について聞き取ったり紹介
したりすることができる。また、小学校生活
の一番の思い出について、例文を読んだ
り、それを参考に書いたりすることができる。

令和６年度 評価規準



教科 学年

13

12

10

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート③将来の夢

１、２学期の活動を振り返り、将
来の自分の夢について見つめ
直し、主体的に問題を解決し、
今後の生き方に活かすことがで
きる。

○自分の興味のある職種の
方々の考え方や活動を理解し
ている。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○祝う会での発表の準備やまと
め活動など、目的意識をもって
活動している。

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート①職場体験

探究的な活動（働く体験）を通し
て、働くことに対する理解を深
め、主体的に問題を解決し、学
習したことを今後の生き方に活
かすことができる。

○仕事をする人や様々な立場
の人の考え方や活動を理解し
ている。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○職場体験の準備や企画な
ど、目的意識をもって活動して
いる。

マイドリーム
～よりよく生きるために～
パート②ボランティア体験
職業調べ

探究的な活動を通して、ボラン
ティア活動に対する理解を深
め、主体的に問題を解決し、学
習したことを今後の生き方に活
かすことができる。

○ボランティア活動をする人や
様々な立場の人の考え方や活
動を理解している。

○自ら設定した課題に対し、よ
りよい解決方法を工夫しようと
している。

○調べ活動の発表会の準備や
企画など、目的意識をもって活
動している。

総合的な学習の時間 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和６年度 評価規準



教科 学年

2

1

3

3

2

2

1

１学期を振り返ろう
（夏休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

雨の日の遊びを工夫しよう 最高学年としての自覚をもち、天候や
学校の状況を踏まえた生活のしかたを
考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるよ
うにする。

最高学年としての自覚をもち、安全に
日常の生活を送るための課題の改善
に向けて取り組むことの意義を理解
し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、安全に
日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの
解決方法を意思決定し、実践してい
る。

最高学年としての自覚をもち、自己の
生活をよりよくするために、他者と協働
しながら自己の生活上の課題の解決
に向けて主体的に取り組もうとしてい
る。

自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

楽しい林間学校にしよう 最高学年としての自覚をもち、林間学
校を通して、自己の成長を感じるととも
に、互いの良さを見付け、違いを尊重し
合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして
生活する。

最高学年としての自覚をもち、林間学
校を通して成長する上での課題を見い
だしたり、課題の改善に取り組むことの
意義を理解し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、林間学
校を通して成長する上での課題に気付
き、多様な意見をもとに、自らの解決方
法を意思決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、林間学
校に向けて粘り強く取り組んだり、他者
を尊重して主体的によりよい人間関係
を形成しようとしたりしている。

2学期のめあてを決めよう 学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

★最後の運動会を盛り上げよう 最高学年としての自覚をもち、運動会
を通して成長する上での課題を見いだ
したり、課題の改善に取り組むことの意
義を理解し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、運動会
を通して成長する上での課題に気付
き、多様な意見をもとに、自らの解決方
法を意思決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、運動会
に向けて粘り強く取り組んだり、他者を
尊重して主体的によりよい人間関係を
形成しようとしたりしている。

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

最高学年としての自覚をもち、運動会
を通して、自己の成長を感じるととも
に、互いの良さを見付け、違いを尊重し
合い、仲良くしたり、信頼し合ったりして
生活する。

学級の目標を決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

自分のめあてを決めよう 自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

特別活動 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和６年度 評価規準



3

6

3

3

3

3

2学期のめあてを振り返ろう
（冬休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

★学習発表会を成功させよう 最高学年としての自覚をもち、学習発
表会を通して、自己の成長を感じるとと
もに、互いの良さを見付け、違いを尊
重し合い、仲良くしたり、信頼し合ったり
して生活する。

最高学年としての自覚をもち、学習発
表会を通して成長する上での課題を見
いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、学習発
表会を通して成長する上での課題に気
付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、学習発
表会に向けて粘り強く取り組んだり、他
者を尊重して主体的によりよい人間関
係を形成しようとしたりしている。

もうすぐ中学生
（春休みの計画を立てよう）

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。中
学孝生活への意識を高めようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

最高学年としての自覚をもち、安全に
日常の生活を送るための課題の改善
に向けて取り組むことの意義を理解
し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、安全に
日常生活をおくる上での課題に気付
き、他者の意見を聞きながら、自らの
解決方法を意思決定し、実践してい
る。

最高学年としての自覚をもち、自己の
生活をよりよくするために、他者と協働
しながら自己の生活上の課題の解決
に向けて主体的に取り組もうとしてい
る。

3学期のめあてを決めよう
（冬休みを振り返ろう）

学級や学校での生活づくりに主体的に
関わり、自己を生かそうとするともに、
希望や目標をもち、その実現に向けて
日常の生活をよりよくしようとする。

自己の良さを生かしながら、目標の達
成への見通しをもち、自己実現を図る
ために必要な知識や行動の仕方を理
解している。

自己の生活や学習への課題について
考え、よりよく生きるための課題を見い
だし、解決のために話し合って意思決
定し、自分の良さを生かしたり、他者と
協力したりして、実践している。

目標の達成を見通して自分に合った目
標を立て、自己の良さを生かし、他者と
協働して目標の達成を目指しながら、
主体的に行動しようとしている。

寒さに負けず元気に過ごそう 最高学年としての自覚をもち、天候や
学校の状況を踏まえた生活のしかたを
考えることを通して、身を守り安全に生
活したり行動したりすることができるよ
うにする。

★篠三まつり成功させよう 最高学年としての自覚をもち、篠三ま
つりを通して、自己の成長を感じるとと
もに、互いの良さを見付け、違いを尊
重し合い、仲良くしたり、信頼し合ったり
して生活する。

最高学年としての自覚をもち、篠三ま
つりを通して成長する上での課題を見
いだしたり、課題の改善に取り組むこと
の意義を理解し、身に付けている。

最高学年としての自覚をもち、篠三ま
つりを通して成長する上での課題に気
付き、多様な意見をもとに、自らの解決
方法を意思決定し、実践している。

最高学年としての自覚をもち、篠三ま
つりに向けて粘り強く取り組んだり、他
者を尊重して主体的によりよい人間関
係を形成しようとしたりしている。

令和６年度 評価規準



教科 学年

12

15

8

〇自分の目的や課題に応じた
資料を収集することができる。
○調べたことや自分の考えを、
分かりやすくまとめ、表現するこ
とができる。

○様々な図書館資料を読み、
目的に応じて必要な情報を抜き
出し、記録する。

○問題解決のために収集した
情報を整理・分析している。
〇目的に合わせた方法を選ん
でまとめ、それをもとに友達に
説明している。

○進んで本を読み、調べようと
している。
○働くことについて知り、自身
の人生に生かそうと、主体的に
学んでいこうとしている。

「私の大切な一冊を紹介しよう」 〇これまでの読書経験から、友
達におすすめの本を紹介するこ
とができる。

○紹介する本について、必要な
情報を抜き出し、記録する。

○自分の考えを分かりやすくま
とめ、友達に表現する。

○読書の良さを理解し、友達と
関わり合いながら主体的に学
んでいこうとしている。

「職業調べをしよう」

〇読み聞かせをする本の内容
を理解し、本の中からクイズを
考えクイズを出している。
〇幅広く本を読み、友達と交流
し自分の考えを表現している。

〇１年生に合う本を進んで選ぼ
うとしている。
〇幅広く本を選んで本を読もう
としている。

伝記を読もう
興味のある人物のリーフレット
を作ろう

〇興味をもった人物について本
を読むことができる。
〇興味をもった人物について
リーフレットにまとめることがで
きる。。

〇自分が興味をもった人物の
本を複数探している。
〇選んだ本の中から必要な情
報を引用したり、要約したりして
書き出している。

〇自分が興味をもった人物を
見つけている。
○自分の興味のある人物の人
柄や生き方が分かる情報を整
理している。

〇問題解決のために選んだ本
を進んで読んでいる。
〇自分が見つけた問題につい
て、他者と関わり合いながら主
体的に学んでいこうとしている。

１年生に読み聞かせをしよう
本の世界を楽しもう

〇１年生の実態に合った本を選
ぶことができる。
〇読み聞かせを通して、読書の
良さを実感することができる。
〇幅広く本を読み、自分の世界
を広げることができる。

〇読み聞かせをする本の内容
を理解している。
〇幅広い本の中から選んで読
むことができる。

読書科 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

令和６年度 評価規準


